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「医王寺の山門」  新城美術協会　伊藤俊男さん（平井）の作品です。

連谷小千枚田の田植え

広報しんしろ

ゆっくり木陰で一休み

［主な内容］
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特集  市の財政状況
ニューススポット
お知らせ
まちの話題
シリーズ 我らが母校再発見 No.18［新城小学校］
シリーズ 長篠・設楽原の戦い［歴史秘話］ 第16回

〈特集〉第２回プレ市民総会の開催についてP4
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「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。

集
ま
れ
！

元気で
よい子に…

市政番組キャラクター「亀姫」

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分 

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分 

④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分 

⑥
午
前
0
時
30
分 

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
１
週
間
ご
と
に
更
新

・
八
名
小
学
校
長
な
わ
大
会

・
千
郷
小
学
校 

２
週
目

・
お
か
え
り
な
さ
い 

ノ
ル
マ
ン
く
ん

放
送
日

番

組

内

容

「
春
の
総
合
公
園
、

　
　
　
　  

気
持
ち
い
い
ね
〜
。」

 
info@

city.shinshiro.lg.jp

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す
。

父
＝
瀧
川　

賀
史
・
母
＝
由
紀
子

 

（
新
城
・
川
路
）

秘
書
広
報
課

※平成２4年５月1日～３１日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

こ に はん ちこ に はん ち 赤ちゃん
届出分

5月
May Baby

小
笠
原
統
吏

鈴
木
　
咲
来

丸
山
　
和
奏

岡
本
　
茉
帆

平
松
　
沙
耶

鈴
木
　
煌
俄

小
林
　
龍
翔

上
島
　
心
優

野
上
　
　
凛

瀧
川
　
翔
真

藤
原
　
万
夕

安
藤
　
未
唯

内
藤
　
大
聖

五
十
嵐
結
愛

徳
田
　
　
奏

三
宅
　
康
太

今
泉
　
夏
歩

松
井
　
結
愛

柴
田
　
悠
希

男女女女女男男女女男女女男女女男女女女男

聡雅
允

幸
治

哲
二

良
太

雄
士

真
吾

清
次

飛
拓

大
介

康
幸

隆
章

大
介

哲
也

拓康
貴

訓
生

雅
大

ク
ロ
ビ
ス

賢
治
郎

門

谷

内
金
下

東
新
町

黒

田

黒

田

東
新
町

一
鍬
田

大
野
田

豊

島

東
新
町

川

田

川

田

市

場

野

田

本

町

大
野
田

明

和

大
野
田

弁

天

富

永

氏　
　
　

名

性
別

保
護
者

地　

 

区

hisho- 2@
city.shinshiro.lg.jp
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7
6
2
3

23 -  
7
2
9
6

23 -  

7
6
2
3

秘
書
広
報
課

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

い
い
じ
ゃ
ん
新
城

月の  
番組表7

※

都
合
に
よ
り
、
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
配
信
は
行

　

っ
て
い
ま
せ
ん
。

※

「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

　

加
入
が
必
要
で
す
。
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

　

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

6
月
27
日

7
月
4
日

・
水
道
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た

・
千
郷
小
学
校 

３
週
目

・
し
ん
し
ろ
助
産
所
開
設
か
ら

　

1
年
を
迎
え
ま
し
た

7
月
4
日

7
月
11
日

・
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

・
千
郷
小
学
校 

４
週
目

・
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
に
向
け
て

7
月
11
日

7
月
18
日

・
ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

・
海
老
小
学
校 

１
週
目

・
花
火
を
安
全
に
行
い
ま
し
ょ
う

　

八
名
幼
稚
園
「
花
火
教
室
」
か
ら

7
月
18
日

7
月
25
日

・
中
学
校
総
合
体
育
大
会

・
海
老
小
学
校 

２
週
目

・
ご
当
地
グ
ル
メ
を
考
え
る
【
そ
の
2
】

7
月
25
日

8
月
1
日

～～～～～

赤ちゃん

（左）友瑚くん5歳 （平成18年9月10日生まれ）
ゆう　ご

（右）凌矢くん3歳 （平成21年5月29日生まれ）
りょう　や

ウ
チ
ダ

マ
ノ
エ
ラ

ハル
ミ

em TELFAX

em TEL

問
本

問
本

と
う  

り

 

さ    

ら

 

わ  

か
な

 

ま    

ほ

 

さ    

や

こ
う  

が

り
ゅ
う
し
ょ
う

 

み    

ゆ

 　
　
り
ん

し
ょ
う
ま

 

ま    

ゆ

 

み    

い

た
い 

せ
い

 

ゆ    

い

　
　
か
な
で

こ
う  

た

 

か    

ほ

 

ゆ    

あ

ゆ
う  

き

　連谷小学校の児童が四谷の千枚
田で、今年の豊作を願いながら田
植えを行いました。その後は青空
の下で川遊びや生き物観察をする
など、夢中になって楽しみました。

連谷小千枚田の田植え

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
平成24年6月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
　異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口…49,870人
男………24,576人 （－21）
女………25,294人 （－24）

世帯数………………16,779

出生…… 19人
死亡…… 40人
転入…… 78人
転出……107人

夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

案
内
板

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成24年
12月30日～1月3日）に診療を行います。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）

151

休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
歯科
午前9時～正午

診療日

診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665

※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。

７月１日（日）、８日（日）、１５日（日）、
１６日（祝）、２２日（日）、２９日（日）

TEL

診療受付時間
【土曜日】午後５時～午後８時30分
【専門科】午後７時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

緊 急 医

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22 - 1133 　 http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 - 9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話

TEL

TELTEL

TEL

hp

7 緊急医月
5
7
10
14
17
18
21
28

29

木
土
火
土
火
水
土
土

日

さくら眼科（上平井）

星野病院（大野）

石川整形外科クリニック（平井）

宮本病院（海老）

皮フ科新栄クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

茶臼山厚生病院（富沢）

皮フ科新栄クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

22-4100

32-1515

24-6500

35-0811

24-6022

24-3222　

22-1150

22-2266

24-6022

24-3222

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL



2012.7広報しんしろ 42012.7広報しんしろ5

７月１日（日）　文化会館大会議室 特集【第2回 プレ市民総会の開催について】

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
「
若
い
世
代

の
意
見
発
表
」
と
し
て
中
学
生
・
高
校

生
に
よ
る
発
表
、
議
会
・
市
長
・
市
民

グ
ル
ー
プ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告

や
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
プ
レ
市
民
総
会
に
出
席
し
て
何
を

　

す
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
議
会
・
市
長
か
ら
の
市
政
報
告
に

　

つ
い
て
、
直
接
、
意
見
を
述
べ
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
が
抱
え

　

る
問
題
、
地
域
の
気
に
な
る
問
題
な

　

ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ

　

ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
質
問
、
提

　

案
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
市
政
に
関
し
て
の
知
識
が
あ
り
ま

　

せ
ん
が
、
参
加
し
て
い
い
も
の
で
し

　

ょ
う
か
？

Ａ
．
参
加
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

　

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま

　

す
。
市
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

　

を
、
ま
ず
は
み
ん
な
で
知
ろ
う
と
い

　

う
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
方
た
ち
が
参
加
す
る

　

の
で
す
か
。

Ａ
．
市
長
、
議
員
を
は
じ
め
と
し
て
、

　

18
歳
以
上
の
市
民
の
方
々
に
ご
案
内

　

し
て
い
ま
す
。
職
業
・
性
別
な
ど
は

　

一
切
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
聞
け
た
」

「
市
長
や
議
員
と
顔
を
合
わ
せ
意
見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
選
挙
で
選
ば

れ
た
市
長
と
議
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
図
る
べ
き
」

「
市
政
に
は
関
心
が
無
か
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
考
え
て
い
き
た
い
」

新しい城をつくろう！
まち

■開催日時　７月１日㈰
　　　　　　午後１時30分～４時30分
■会　　場　文化会館・大会議室
■定　　員　１５０人（18歳以上の市民）
■参加費用　無料

【第一部】市民総会
①議会からの報告（平成24年度予算について）
②市長からの報告（平成24年度予算について）
③市民からの意見・質問
　議会・市長から市政運営に関する報告と、
市民を交えての意見交換会があります。誰で
も自由に質問をすることができます。

【第二部】パネルディスカッション
　パネリストの方々に「市民総会」の意義
について議論していただき、市のまちづく
りの将来を考えます。
（コーディネーター）
○東京大学名誉教授　
　大森　彌　氏
（パネリスト）
○総務省自治財政局長
　椎川　忍　氏
○新城市自治基本条例検討会議委員長
　前澤　このみ　氏
○新城市長
　穂積　亮次　　ほか

～同時開催！！市民活動団体の展示発表～
　会場内にて市民活動団体の皆さんの展示
発表も予定していますので併せてご覧くだ
さい。

■
送
迎
バ
ス
案
内

　

当
日
は
、
文
化
会
館
ま
で
、
無
料
の

乗
合
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ご
希
望
に

応
じ
て
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
発

着
場
所
、
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
左
図

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
に

つ
い
て
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
の
施
設
に
は
駐
車
場
の
準
備
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

プ
レ
市
民
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

プ
レ
市
民
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

開催プログラム
新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
⑩

※
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
民
総
会
と
は

プ
レ
市
民
総
会
と
は

※
プ
レ
と
は
、
「
事
前
に
」
と
い
う
意
味
で
す
。

参
加
の
方
法
に
つ
い
て

Q
　
&
　
A

総
合
政
策
部

問
本

23
‐
7
6
7
3

TEL

プ
レ
市
民
総
会
と
い
う
か
た
ち
で
事
前

開
催
す
る
こ
と
で
、
そ
の
意
義
や
課
題

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
、
今
回
が

第
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
回
は
２
０
０
人
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（
昨
年
の
様
子
は
下
記

コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
市

民
総
会
に
は
で
き
る
だ
け
幅
広
い
世

代
・
職
業
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友
達
な
ど
と

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ご

不
明
な
点
は
、
総
合
政
策
部
へ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
で

は
、
市
民
が
参
加
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
市
民
総
会
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
「
市

民
」
、
「
議
会
」
、
「
行
政
」
が
一
堂

に
会
し
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
緒
に
な
っ
て
話
し
合
う
会
が
、

市
民
総
会
で
す
。
一
般
的
に
「
総
会
」

と
は
、
決
議
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
市
民
総
会
は
何
か

を
多
数
決
に
よ
り
決
定
を
す
る
と
い
う

場
所
で
は
な
く
、
決
定
機
関
と
し
て
の

機
能
も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
誰
も
が

参
加
で
き
、
議
会
・
行
政
と
直
接
顔
を

合
わ
せ
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
場

所
と
し
て
、
市
民
総
会
と
い
う
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

「
市
民
」
、
「
議
会
」
、
「
行
政
」

が
意
見
交
換
を
行
う
場
＝
市
民
総
会
を

条
例
に
定
め
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

第2回

参加者
の声

わたる

送迎バス時刻表

■
第
1
回
プ
レ
市
民
総
会
の
様
子

　
（
平
成
23
年
10
月
30
日
）

作手方面

農協北部支店

17:4012:20

作手総合支所

17:2512:35

海老方面

海老
構造改善センター前

17:1512:45

農協
鳳来寺支店前

17:0512:55

戸津呂バス停

17:1012:50

池場方面

池場
池乃神社前

17:4012:20

三河川合駅前

17:3012:30

鳳来総合支所

17:0512:55

能登瀬
富士屋前

17:1812:41

大野
中央集会所

17:1112:49

山吉田方面

農協
山吉田支店

17:2512:35

上吉田
トレセン前

17:2012:40

竹ノ輪
公民館前

17:1712:43

吉川公民館前

17:0512:55

着13:15　　文化会館　　発16:45



市税

地方交付税

市債

県支出金

繰越金

諸収入

そのほか

０ 20 40 60 80億円

国庫支出金

分担金および
負担金

０ 20 40 60億円

民生費

総務費

衛生費

教育費

消防費

土木費

そのほか

公債費

農林
水産業費
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《収入・支出済総額に４月、５月分の収入･支出額が加えられ決算額となります。》

平成23年度

平成24年3月31日現在の市の家計簿をご覧ください。

市の財政状況です!!
一 般 会 計

一般会計の執行状況

歳 入
歳 出

予算総額
232億 3,934万円

収入済総額
196億 389万円
支出済総額
159億 2,568万円

財政課 23‐7616問 本 TEL平成23年度決算額は、12月号で報告します。

市民１人当たりの市税の負担状況市債の状況（平成23年度末現在残高見込み）

歳　　　　入 歳　　　　出予 算 現 額 予 算 現 額収 入 済 額 支 出 済 額

内
　
　
訳

71億3,800万円
26億7,902万円
37億9,531万円
2億7,091万円
3億9,276万円
58億7,364万円
29億8,140万円
17億9,039万円
12億1,433万円
11億4,111万円
8億2,967万円
5億4,039万円
17億3,041万円

69億8,465万円
25億1,070万円
38億2,731万円
2億3,793万円
4億871万円
63億923万円
230万円

14億9,076万円
7億1,542万円
11億4,111万円
7億9,230万円
4億8,635万円
16億8,177万円

55億4,652万円

32億8,870万円

29億8,955万円

29億829万円

26億6,505万円

21億824万円

15億2,374万円

10億2,021万円

11億8,904万円

39億4,407万円

23億381万円

22億9,767万円

24億1,589万円

15億4,280万円

11億6,613万円

7億2,163万円

6億129万円

9億3,239万円

市 民 税
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税
そ の ほ か

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

農林水産業費

そ の ほ か

地 方 交 付 税
市 債
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 越 金
諸 収 入
分担金および負担金
そ の ほ か

市 税

皆さんのために
使われたお金
31万8,431円

皆さんが
負担した市税
13万9,657円

万円

35

30

25

20

15

10

5

0

企業会計
62億9,995万円

一般会計
220億8,694万円

特別会計
108億7,394万円

歳 入 歳 出

97.9% 71.1%

107.4%

0.1%

83.3%

58.9%

100.0%

95.5%

90.0%

70.1%

76.9%

83.1%

57.9%

55.3%

47.4%

58.9%

97.2% 78.4%

収入済額
予算現額
収入率（%）

支出済額
予算現額
執行率（%）

特 別 会 計

企 業 会 計

予 算 現 額 収 入 済 額会　　計　　名

特　別　会　計　合　計

支 出 済 額
49億3,727万円
11億589万円
40億1,868万円
1億8,840万円
12億3,068万円
7億648万円
7億3,083万円

950万円
3,163万円

41億8,175万円
5億2,646万円
30億8,032万円
1億6,046万円
4億3,856万円
3億5,557万円
2億9,291万円

654万円
2,376万円

45億624万円
10億3,933万円
36億584万円
1億6,271万円
7億1,480万円
3億55万円

5億2,377万円
400万円
2,897万円

129億5,936万円 90億6,633万円 108億8,621万円

国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所
簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
地 域 下 水 道 事 業
宅 地 造 成 事 業

予 算 現 額区　　　分 収 入 済 額会　　計　　名

企　業　会　計　合　計

支 出 済 額
39億7,324万円
4億4,283万円
8億1,491万円
7億3,376万円
1,335万円
0万円

59億7,809万円

39億5,158万円
3億4,059万円
7億5,605万円
2億2,589万円
1,317万円
0万円

52億8,728万円

39億532万円
3億7,486万円
7億4,433万円
4億7,020万円
1,240万円
0万円

55億711万円

新 城 市 民 病 院 事 業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

収 益 的 収 支
資 本 的 収 支
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支



2012.7広報しんしろ 82012.7広報しんしろ9

NEWS SPOTニューススポット ～市の大切なお知らせをお届けします～

　

市
で
は
、
第
２
次
新
城
市
地
域

情
報
化
計
画
の
策
定
に
際
し
て
、

市
の
特
性
と
現
状
に
あ
っ
た
地
域

情
報
化
施
策
の
方
向
性
な
ど
を
検

討
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
計
画
策

定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

公
募
人
数　

２
人
以
内

委
員
の
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策
定
日

（
12
月
を
予
定
）
ま
で

①
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成
24
年

　

４
月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の

　

方
②
地
域
の
情
報
化
に
関
心
を
お
持

　

ち
の
方
で
、
3
回
程
度
の
平
日

　

開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

　

る
方

③
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
職
員
で

　

な
い
方

報
償

　
委
員
会
に
出
席
し
た
と
き
は
、

　

市
が
定
め
た
報
償
費
を
支
給
し

　

ま
す
。

選
考
方
法

・
書
類
審
査
の
上
、
決
定
し
ま         

　

す
。

・
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
決
定

　

後
、
速
や
か
に
応
募
者
全
員
に

　

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
結

　

果
の
理
由
に
つ
い
て
の
お
問
い

　

合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

情
報
シ
ス
テ
ム
課
ま
た
は
本

庁
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
応
募

用
紙
（
第
２
次
新
城
市
地
域
情

報
化
計
画
策
定
委
員
会
委
員
応

募
申
込
書
）
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
情
報
シ
ス
テ

ム
課
へ
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙

は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
　

23
‐
２
０
０
２

　

joho@
city.shinshiro.lg.jp

７
月
６
日
（
金
）
（
必
着
）

地
域
情
報
化
計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

情
報
シ
ス
テ
ム
課

23
‐
7
6
1
2

問
申

本

TEL

　

市
で
は
、
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ

く
り
税
」
を
活
用
し
て
、
県
が
行

う
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
都
市

緑
化
推
進
事
業
」
に
基
づ
き
、
市

民
や
事
業
者
が
行
う
優
良
な
緑
化

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

緑
の
街
並
み
推
進
事
業

市
内
の
市
街
化
区
域
お
よ
び
市

街
化
調
整
区
域
内
の
既
存
集
落

に
お
い
て
、
民
有
地
の
建
物
ま

た
は
敷
地
の
緑
化
を
推
進
す
る

事
業
で
、
必
要
な
要
件
を
満
た

す
も
の
が
対
象
で
す
。

対
象
経
費

屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
、
空
地

緑
化
お
よ
び
駐
車
場
緑
化
の
工

事
費
の
う
ち
植
栽
、
植
栽
基

盤
、
灌
水
施
設
お
よ
び
生
垣
設

置
に
係
る
工
事
費

補
助
要
件

・
緑
化
面
積
が
80
㎡
以
上
の
緑
化

　

工
事

・
生
垣
の
場
合
は
、
延
長
50
ｍ
以

　

上
の
緑
化
工
事

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
額
５
０
０
万
円
）

※
交
付
金
額
が
10
万
円
未
満
の
場

　

合
は
交
付
し
ま
せ
ん
。

・
屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
、
空
地

　

緑
化
：
緑
地
面
積
（
㎡
）
×
３

　

万
円

・
駐
車
場
緑
化
：
緑
化
面
積       

　

（
㎡
）
×
２
万
円

・
生
垣
設
置
：
生
垣
の
延
長         

　

（
ｍ
）
×
５
千
円

※
事
業
要
件
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
な
ど
は
市
ホ
ー
ム       

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。

「
都
市
緑
化
推
進
事
業
補
助
金
」

民
有
地
の
緑
化
を
応
援
し
ま
す

都
市
計
画
課

23
‐
7
6
4
0

問
申

本

TEL

契約検査課 23‐7614問申 本 TEL

FAX
応〆

対

em

か
ん
す
い

行政課 23‐7611問 本 TEL

平成24年度　代表区長会

中

部

地

区

舟

着

地

区

鳳
来
中
南
部
地
区

作
手
南
地
区

千

郷

地

区

東

郷

地

区

八

名

地

区

鳳
来
北
西
部
地
区

鳳
来
東
部
地
区

作
手
北
地
区

会

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

新
城
中
町

吉

川

高

野

北

畑

豊

島

矢

部

一

鍬

田

布

里

秋
葉
巣
山

善

夫

原

田

山

口

内

藤

権

田

鈴

木

今

泉

松

井

武

川

小
河
路

小

泉
孝
彦

康
男

善
文

義
憲

孝
始

利
光

良
久

喜
久

  

進和
宏

新庁舎デザインワークショップ
メンバーを募集します

　新しい市庁舎の設計に、皆さんの意見を生かすため、
市民ワークショップを開催します。
■　対　　象：18歳以上で市内在住、または在勤の方
■　募集人員：12人（各テーマごとに　３人ずつ）
　　年齢・性別・住所などの属性、応募動機を基に選考
■　期　　間：８月 ～ 10月の間の日曜日に計５回予定
■　時　　間：午前９時30分 ～ 正午
■　会　　場：市内
■　テ ー マ
　　１.  つくろう　みんなにやさしい庁舎を
　　　　（ ユニバーサルデザイン ）
　　２.  つくろう　市民活動の拠点を
　　３.  つくろう　利用しやすい市民窓口を
　　４.  つくろう　元気な地域の経済を
　　※テーマ別にグループを作り、ワークショップを行います。
　　※グループは、今回募集する３人を含む計10人で構成されます。
■　応募方法
　　指定の応募用紙を下記応募先へお持ちいただくか、郵送、ファックス、Ｅメールのいずれかで
　　お送りください。
■　応募用紙配布
　　市民保険課窓口、契約検査課、鳳来・作手各総合支所地域振興課で配布しています。
　　または、市ホームページからもダウンロードできます。
■　応募先・問い合わせ先
　　〒441‐1392（ 住所記入不要 ）　新城市役所　契約検査課（市民体育館２階）
　　　23‐7614／　23‐8388／　keiyakukensa@city.shinshiro.lg.jp
■　締め切り
　　７月20日（金）当日消印有効

※このワークショップは、市の委託を受け、（社）新城青年会議所が企画運営します。

TEL FAX em

つ く ろ う
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NEWS SPOTニューススポット ～市の大切なお知らせをお届けします～

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す
。
現
在
お
使
い
の
保
険
証

（
オ
レ
ン
ジ
色
の
も
の
）
は
７
月

31
日
（
火
）
が
有
効
期
限
で
す
。

８
月
以
降
は
新
し
い
保
険
証
（
若

草
色
の
も
の
）
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
取
時
に

押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
で

す
。
配
達
で
き
な
か
っ
た
保
険

証
は
、
市
民
保
険
課
ま
た
は
鳳

来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
の

で
、
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証

が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　   

減
額
認
定
証
（
減
額
証
）

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
（
火
）

の
減
額
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
８

月
以
降
も
対
象
と
な
る
方
（
住
民

税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
の
方
）
は
、
新
し
い
減
額

証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

減
額
証
は
、
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
の
被
保
険
者
の
方
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
減
額
証
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の
食
事

代
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る

ほ
か
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
減
額
証
が
必
要
と
な
る

方
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
市
民
保
険
課
ま
た
は
鳳

来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
　
（
保
険
証
）
な
ど
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

今
後
見
込
ま
れ
る
医
療
費
な
ど
の

推
計
を
も
と
に
、
２
年
ご
と
に
保

険
料
率
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
愛
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、
本
市
の
今

年
度
お
よ
び
平
成
25
年
度
の
保
険

料
率
を
次
の
通
り
決
定
し
ま
し

た
。

※
県
の
保
険
料
率
は
所
得
割
率    

8
・
55
％
、
被
保
険
者
均
等
割

額
４
３
，
５
１
０
円
で
す
。
た

だ
し
、
本
市
な
ど
１
人
当
た
り

の
老
人
医
療
費
の
平
均
が
県
内

の
平
均
に
比
べ
て
著
し
く
低
い

市
町
村
で
は
、
特
例
に
よ
り
低

い
保
険
料
率
を
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

保
険
料
は
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成

22
・
23
年
度
と
比
べ
て
、
13
・

55
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
し
た

が
、
剰
余
金
や
県
財
政
安
定
化
基

金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

５
・
86
％
の
増
加
に
抑
え
ら
れ
ま

し
た
。

保
険
料
が
増
加
す
る
理
由

①
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療

　

費
な
ど
が
伸
び
た
こ
と

②
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
た
こ
と

　

に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
負
担
率

　

が
10
・
26
％
か
ら
10
・
51
％
に

　

な
っ
た
こ
と

保
険
料
の
増
加
を
抑
え
る
対
策

①
平
成
22
・
23
年
度
の
剰
余
金
の

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
緊
急
時
の
連
絡
先

や
病
名
・
か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
記

入
し
た
「
救
急
医
療
情
報
用
紙
」
な

ど
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
に

保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
万
一
の
際

の
備
え
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
、

・
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

　

た
は
日
中
独
居
と
な
る
方

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

　

帯
ま
た
は
日
中
高
齢
者
の
み
と

　

な
る
世
帯
の
方

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
在
宅
の
要
支
援
、
要
介
護
認
定

　

を
受
け
て
い
る
方

・
難
病
の
方
や
健
康
に
不
安
の
あ

　

る
方

※
年
齢
に
関
係
な
く
、
万
一
の
こ

　

と
を
考
え
備
え
て
お
き
た
い
と

　

希
望
さ
れ
る
方
に
も
配
布
し
ま

　

す
。

申
し
込
み
と
配
布

配
布
申
請
を
長
寿
課
、
福
祉

課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
世
帯
に
１
セ
ッ
ト
を
無
償

で
配
布
し
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
ご
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
救
急
活
動
に
よ
っ
て
は
、
キ
ッ 

　

ト
を
活
用
し
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

・
ス
テ
ッ
カ
ー
お
よ
び
マ
グ
ネ
ッ

　

ト
を
所
定
の
位
置
に
貼
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

・
救
急
活
動
の
際
、
救
急
隊
な
ど

　

が
本
人
お
よ
び
同
居
人
な
ど
の

　

同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
冷
蔵

　

庫
の
扉
を
開
け
て
キ
ッ
ト
を
取

　

り
出
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
が
あ
っ

　

て
も
、
ほ
か
の
病
院
へ
救
急
搬

　

送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
救
急
医
療
情
報
用
紙
に
救
急
隊

　

な
ど
へ
の
伝
言
を
記
載
さ
れ
て

　

い
て
も
、
実
行
さ
れ
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

市
民
保
険
課

23
‐
7
6
2
5

問
申

本

TEL

地
域
振
興
課

32
‐
1
9
8
3

鳳

TEL

地
域
振
興
課

37
‐
2
2
7
9

作

TEL

長
寿
課

23
‐
7
6
8
8

問
申

本

TEL

地
域
振
興
課

32
‐
1
9
8
2

鳳

TEL

地
域
振
興
課

37
‐
2
2
7
9

作

TEL

市
民
保
険
課

23
‐
7
6
2
5

問
申

本

TEL

地
域
振
興
課

32
‐
1
9
8
3

鳳

TEL

地
域
振
興
課

37
‐
2
2
7
9

作

TEL

TEL

　

活
用

②
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
の
安

　

定
化
を
図
る
た
め
に
県
に
設
置

　

さ
れ
て
い
る
財
政
安
定
化
基
金

　

の
活
用

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
の
被
扶
養
者
で
自
分
の
保
険
料

を
納
め
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
保

険
料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
が
課
せ

ら
れ
ま
せ
ん
。

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
保
険
料

の
軽
減
に
つ
い
て

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
保
険

料
の
軽
減
措
置
は
、
平
成
23
年
度

と
同
様
、
継
続
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
賦
課
限
度
額
の
改
定
に
つ

い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
国
の
基
準
に
合

わ
せ
て
、
保
険
料
賦
課
限
度
額
を
50

万
円
か
ら
55
万
円
に
改
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
割
率
が
8
・

55
％
に
抑
制
さ
れ
、
中
間
所
得
者
の

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
3

　

大
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
新
城
」
が
今
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

レ
ー
ス
以
外
に
も
、
自
転
車

試
乗
会
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

一
日
中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

７
月
７
日
（
土
）
、
８
日     

　

（
日
）

　

新
城
総
合
公
園
お
よ
び
周
辺

　

一
般
公
道

・
種
目
（
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
、
エ

　

ン
デ
ュ
ー
ロ
）

・
メ
ー
カ
ー
各
社
の
展
示
試
乗

　

会
、
有
名
選
手
の
ト
ー
ク      

　

シ
ョ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選

　

会
（
参
加
者
の
み
）
、
飲
食

　

ブ
ー
ス
な
ど

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
開
催
時
間

中
、
公
園
内
臨
時
駐
車
場
は

ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
公
園

東
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
主
要
地
方
道

豊
川
新
城
線
と
市
道
大
海
線

の
一
部
（
浅
谷
地
内
）
が
通

行
止
め
に
な
る
た
め
、
交
通

規
制
が
あ
り
ま
す
。

交
通
規
制
時
間

　

７
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

８
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時

　

30
分

ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

本
問

他

対

平
成
22
・
23
年
度
の
保
険
料
率

所
得
割
率　

 　
　

  　

7
・
25
％

被
保
険
者
均
等
割
額 

　
　
　
　
　
　

３
８
，
６
２
４
円

平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率

所
得
割
率　

 　
　

  　

8
・
23
％

被
保
険
者
均
等
割
額

　
　
　
　
　
　

４
１
，
８
３
６
円

平
成
22
・
23
年
度

県
の
１
人
当
た
り
平
均
保
険
料

　
　
　
　
　
　

７
５
，
７
７
５
円

平
成
24
・
25
年
度

県
の
１
人
当
た
り
平
均
保
険
料

　
　
　
　
　
　

８
０
，
２
１
４
円

時所内他
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平
成
24
年
度

　
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
歴
史
講
座

「
古
文
書
・
紀
行
文
か
ら
探
る

　
　
　
　
　
地
域
の
戦
国
時
代
」

　

三
遠
地
方
は
、
三
遠
南
信
自
動

車
道
路
と
新
東
名
高
速
道
路
の
一

部
が
開
通
し
、
奥
三
河
と
遠
州
の

交
通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
人
と
物
の
相
互
の
交

流
が
盛
ん
と
な
り
、
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
平
成
24
年
度
の
歴
史
講

座
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時

代
に
か
け
て
の
武
士
、
文
化
人
、

農
民
た
ち
の
「
人
と
物
の
動
き
」

を
こ
の
地
方
に
残
さ
れ
た
古
文

書
、
紀
行
文
を
通
し
て
紹
介
し
ま

す
。

第
一
回

　

８
月
25
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

地
域
の
風
景
と
時
代
背
景

　

愛
知
大
学
文
学
部
教
授

　

山
田
邦
明
氏

  ※
第
五
回
以
外
の
講
座
は
山
田
邦

　

明
氏
で
す
。

第
二
回

　

９
月
15
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

地
域
の
武
士
た
ち
の
登
場

第
三
回

　

10
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

連
歌
師
の
紀
行
文
を
読
む 

第
四
回

　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

今
川
氏
の
支
配
と
武
士
た
ち

第
五
回

　

12
月
８
日
（
土
）

　

現
地
学
習
会　

　

「
近
江
長
浜
」
を
訪
ね
る

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　

館
長　

山
内
祥
二

第
六
回

　

平
成
25
年
１
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

32
‐
0
1
6
2

問
申

本

TEL

TEL

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

長
篠
の
戦
い
と
そ
の
前
後 

　

１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

１
，
５
０
０
円
（
５
回
分
）

※
第
五
回
目
の
現
地
学
習
会
は
、

　

受
講
生
の
中
か
ら
希
望
者
を
募

　

り
、
希
望
者
が
70
人
を
超
え
た

　

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な

　

お
、
費
用
は
別
途
実
費
が
必
要

　

で
す
。

　

７
月
１
日
（
日
）
か
ら
15
日     

　

（
日
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名

　

（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
郵
便

　

番
号
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
６
３
４

　

新
城
市
長
篠
字
市
場
22
番
地
１

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
　

32
‐
０
１
６
２

　
hri-hozonkan

　
@
city.shinshiro.lg.jp

号

数

５

号

８

号

10

号
１
玉
の
金
額

１
１
，
０
０
０
円

３
２
，
０
０
０
円

５
５
，
０
０
０
円

　
　 

観
光
課

　
　 

市
観
光
協
会

　 

　
　
32
‐
0
0
2
2

　

毎
年
８
月
、
桜
淵
公
園
の
夜
空

を
彩
る
花
火
大
会
で
あ
な
た
の
大

切
な
思
い
を
花
火
に
し
て
、
心
に

残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

た
と
え
ば

・
祝
お
誕
生
花
火

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
生
ま

れ
た
（
生
ま
れ
る
）
方
の
お
祝

い
花
火

・
祝
○
○
記
念
花
火　

 

還
暦
、
米
寿
な
ど
の
お
祝
い
花

火
花
火
の
種
類
と
金
額

特　
　

典

・
新
城
納
涼
花
火
大
会
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
に
お
名
前
（
愛
称
可
）
を
掲

　

載
し
ま
す
。

・
「
人
生
の
思
い
出
花
火
」
打
ち

　

上
げ
時
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ナ

　

ウ
ン
ス
し
ま
す
。

申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、

現
金
を
添
え
て
７
月
２
日

（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

第
45
回
新
城
納
涼
花
火
大
会

「
人
生
の
思
い
出
花
火
」
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

鳳
申
問

応

時所内講
や
ま
だ
く
に
あ
き

時所内時

内定￥応em

所内時時時 所内内講

や
ま
う
ち
し
ょ
う
じ

FAX

NEWS SPOTニューススポット

　

メ
タ
ボ
な
あ
な
た
、
若
々
し
く
健

康
で
い
た
い
あ
な
た
、
90
日
間
生
活

改
善
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
メ
タ
ボ
解

消
・
健
康
生
活
宣
言
コ
ー
ス
を
用
意

し
、
あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
10
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不
安

　

を
感
じ
て
い
る
方

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
11
日
（
水
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
23
年
９
月
〜
12
月
生
ま
れ
の

　

乳
児
と
そ
の
保
護
者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
よ

　

だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、
筆

　

記
用
具

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

第
１
回

　

７
月
19
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

第
２
回

　

８
月
16
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

第
３
回

　

９
月
20
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

講
話
、
調
理
実
習
、
沐
浴
実
習
、

　

妊
婦
体
操
な
ど

　

妊
婦
と
そ
の
家
族

　

15
組

　

食
費
３
０
０
円
（
第
１
回
の
み
）

　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
水

　

分
補
給
で
き
る
も
の
、（
第
１
回

　

の
み
）
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
エ

　

プ
ロ
ン

※

３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す      

　

が
、
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で

　

す
。

※

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
26
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

健
康
と
美
容
に
最
適
で
、
精
神
的

な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
い
わ
れ
る
ヨ

ガ
。
メ
タ
ボ
対
策
や
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
一
役
買
う
こ
と
間
違
い
な
し
。

ヨ
ガ
で
体
の
中
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

西
部
公
民
館

　

７
月
20
日
〜
９
月
21
日

　

毎
週
金
曜
日
（
全
10
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

市
内
在
住
の
方

　

50
人

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

２
，
０
０
０
円
（
保
険
料
込
）

※

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。
購
入

　

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
受
付

　

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
（
１
，
０
０
０
円
程
度
）

受
付
開
始

　

６
月
25
日
（
月
）

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お知らせ

保健
お問い合わせ

新城保健センター　  23 - 8551
作手保健センター　  37 - 2839

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

し
ん
し
ろ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

90
日
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

募 

集
社
会
復
帰
教
室（
要
申
込
）

教 

室

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
23
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
、
交
流
会

　

未
就
園
児
の
保
護
者

※

託
児
が
あ
り
ま
す
。

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
22
日
（
日
）
午
前
実
施

※

乳
が
ん
の
み
一
日
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が

　

ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

※

前
立
腺
が
ん
は
、
50
歳
以
上
の
男

　

性
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※

40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は
、
二
方

向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　

   　

１
，
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん        　
　

 

３
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　

  　
　

 

５
０
０
円

　

子
宮
が
ん       　
　

  

８
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　
　

１
，
３
０
０
円

　
（
40
歳
代　
　
　

１
，
４
０
０
円
）

※

午
前
の
乳
が
ん
検
診
は
定
員
に
達

　

し
ま
し
た
。

　

昭
和
17
・
27
・
37
・
47
・
57
年
生

　

ま
れ
の
方

※

対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
通
知

デ
ン
タ
ル
ド
ッ
ク

（
個
別
歯
周
疾
患
検
診
）

　

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
忘

　

れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
30
日
（
日
）
ま
で

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
18
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
11
時

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
発     

達
・
発
育
・
育
児
に
つ
い
て
心
配

な
こ
と
が
あ
る
方
に
、
心
理
相
談

員
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

主
催
　
新
城
歯
科
医
師
会

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
①
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
検
診
・
市
民
歯

　

科
検
診

　

幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
と
そ
の
家

　

族
、
ま
た
一
般
市
民
の
方
を
対
象

　

に
、
歯
科
検
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、

　

歯
科
相
談
を
行
い
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
（
口
臭
測
定
や
ス
ト
レ

　

ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）

※

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯
磨
き

　

を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

幼
児
心
理
相
談（
要
申
込
）

相 

談

TEL

TEL

申
所

時内

申
所

時申
所

時 対対

マ
マ
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室（
要
申
込
）

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

検 

診

申
所

時内申
所

時内￥ 対

申所時

時内

健
康
教
室
ヨ
ガ

申
問

時定応 所対￥

対

時

対

対￥ 定 内 定持持

申所所 時内

所

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
知
ら
せ
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こ
ど
も
未
来
課

　
　
　

23
‐
7
6
2
2

　

７
月
17
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

ス
イ
カ
割
り
な
ど

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

１
０
０
円

　

参
加
自
由
で
、
お
申
し
込
み
は

　

不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　

35
‐
1
0
0
1

　

7
月
21
日
（
土
）〜
9
月
2
日

　

（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

博
物
館

動
物
、
植
物
、
地
質
の
自
然
豊

か
な
本
市
は
、
ま
さ
に
ネ
イ

チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
で
す
。
国
指
定
の
天
然
記

念
物
だ
け
で
も
６
つ
も
あ
り
、

国
内
有
数
で
す
。
全
国
に
誇
れ

る
新
城
の
自
然
を
紹
介
し
ま

す
。

　

大
人　
　
　
　
　
　

２
１
０
円

　

小
・
中
学
生　
　
　

１
０
０
円

　
　

観
光
課

　
　

32
‐
0
5
1
6

　

い
よ
い
よ
７
月
下
旬
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
! !

　

昨
年
度
大
好
評
を
い
た
だ
い

た
、
東
三
河
ご
当
地
グ
ル
メ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
「
ぐ
る
ら
」
の
セ
カ

ン
ド
シ
ー
ズ
ン
が
、
こ
の
夏
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

東
三
河
の
各
市
町
村
と
商
工
会

議
所
・
商
工
会
、
観
光
協
会
と
伊

防
火
管
理
者
が
必
要
な
施
設

①
収
容
人
員
が
30
人
以
上
の
飲
食        

　

店
、
物
品
販
売
店
、
旅
館
、
病    

　

院
な
ど

②
収
容
人
員
が
50
人
以
上
の
事
務        

　

所
、
共
同
住
宅
、
工
場
、
学 

　

校
、
寺
院
な
ど

　
　

文
化
課

　
　
　

23
‐
7
6
5
5

　

設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
　

22
‐
0
6
7
3

　

全
５
回
の
講
座
を
通
し
て
、
郷

土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

設
楽
原
歴
史
資
料
館
研
修
室 

　

（
各
回
同
会
場
）

　

50
人

　

無
料

第
４
回

　

７
月
７
日
（
土
）

　

午
後
２
時

　

「
宗
高
新
切
帳
（
写
）
で
わ     

　

か
っ
た
こ
と
」

　

丸
山　

真 

氏

第
５
回

　

７
月
14
日
（
土
）

　

午
後
２
時

　

「
戦
国
の
読
み
を
変
え
た
手 

　

紙
」

　

小
林
芳
春 

氏

勢
湾
フ
ェ
リ
ー
㈱
、
愛
知
県
東
三

河
広
域
観
光
協
議
会
が
主
催
と
な

り
、
東
三
河
地
域
と
伊
勢
湾
フ
ェ

リ
ー
で
つ
な
が
る
鳥
羽
・
伊
勢
地

域
を
含
め
た
グ
ル
メ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

２
年
目
と
な
る
今
回
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
、
通
常
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
参
加

に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
も
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
東
三
河
ご
当
地

グ
ル
メ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
ぐ
る

ら
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　

23
‐
7
6
5
3

　

山
の
中
の
コ
ー
ス
を
走
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。

　

９
月
30
日
（
日
）

　

作
手
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　

７
月
末
日

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
オ

　

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ 

　

い
。

　

http://aichiol.com

　
　
　

予
防
課　

　
　
　
　

22
‐
4
8
0
2

　

消
防
法
で
は
、
人
の
出
入
り
の

多
い
建
築
物
が
火
事
に
な
っ
た
と

き
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
、
人
に
よ
る
防
火
管
理
体
制

を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
の
選
任
さ
れ
て
い

な
い
事
業
所
や
、
選
任
・
解
任
を

予
定
し
て
い
る
事
業
所
の
関
係
者

は
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
23
日
（
木
）
・
24
日          

　

（
金
）
の
２
日
間

　

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　

防
火
管
理
者
の
資
格
を
希
望
さ

　

れ
る
方

　

40
人

受
付
期
間

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
27
日            

　

（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分

　

３
，
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　

と
し
て
）

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な

　

ど
）

※
消
防
設
備
点
検
資
格
者
な
ど
の

　

一
定
の
有
資
格
者
で
、
講
習
一

　

部
免
除
を
受
け
る
場
合
は
資
格

　

者
免
状
な
ど
の
写
し

　
　
　

文
化
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
5
5

　

７
月
22
日
（
日
）

　

午
後
２
時

　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

前
売
り
券
（
全
席
自
由
）

・
親
子
券
（
一
般
・
中
学
生
以
下

　

セ
ッ
ト
）　
　

２
，
２
０
０
円

・
一
般　
　
　
　

１
，
７
０
０
円

・
中
学
生
以
下　
　
　

７
０
０
円

　

前
売
り
券
は
文
化
会
館
な
ど
で

　

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

文
化
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
5
5

　

７
月
29
日
（
日
）

　

午
後
４
時

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

出
演

・
大
沢　

聡
（
オ
カ
リ
ナ
）

・
伊
藤
昌
司
（
ピ
ア
ノ
）

　

大
人　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

小
中
高
生　
　

１
，
０
０
０
円

　

８
月
４
日
（
土
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

（
受
付
６
時
45
分
か
ら
）

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

作
手
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

作
手
星
の
会
の
皆
さ
ん

　

無
料

　

７
月
26
日
（
木
）

　

雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

　

新
城
図
書
館

　
　

23
‐
2
3
3
3

☆
村
上
康
成

　

お
話
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
絵
本
作
家
と
一
緒
に
み
ん
な
で

　

大
き
な
ク
ジ
ラ
を
創
ろ
う
〜

　

９
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分（
予
定
）

　

文
化
会
館
２
階
展
示
室

　

講
演
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

年
長
児
〜
大
人

※
小
学
３
年
以
下
は
保
護
者
同
伴

　

60
人
（
整
理
券
発
行
）

　

３
０
０
円

　

絵
の
具
、
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

受
付
開
始

　

７
月
20
日
（
金
）

　
　

地
域
振
興
課

　
　
　

32
‐
0
5
1
3

　

エ
コ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
か
ご
・

刺
し
子
の
小
物
・
機
織
り
の
小
物

な
ど
、
手
仕
事
の
好
き
な
主
婦
が

集
ま
り
、
作
り
上
げ
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

展
示
期
間
中
の
土
曜
日
は
、
小

物
作
り
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

７
月
１
日
（
日
）
〜
30
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

材
料
費

　

休
館
日
は
火
曜
日

　
　
　

生
涯
学
習
課　

　
　
　
　

23
‐
7
6
5
4

　

作
手
高
原
の
涼
し
さ
の
中
で
、

夜
空
に
輝
く
夏
の
星
空
を
楽
し
み

ま
す
。
天
の
川
や
月
の
ク
レ
ー

タ
ー
、
土
星
の
観
察
を
は
じ
め
、

白
鳥
座
な
ど
の
代
表
的
な
星
座
の

見
つ
け
方
を
学
び
ま
す
。
家
族
や

友
達
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
大
人
の
方
だ
け
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

●催し・行事　●募集　●そのほかInformation お知らせ

広
告

広
告

遺言書の起案、遺産分割協議書の作成、任意後見契約の起案など

会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金・助成金／入国管理
成年後見制度／建設業・飲食業等営業許可
農地法手続き／内容証明

★弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士ほか、信頼できる専門家の仲間がいます。

新城駅前すぐ 【見積り無料】 【初回相談無料】 【年中受付】

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

★公共的施設での出張相談・セミナーを定期開催中。まずはご相談ください！

遺言／相続／離婚
広
告

催
し
・
行
事

募
集

問
本

TEL

問
TEL

問
申

本
TEL

問
申

本
TEL

em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
催し・行事
募集
手当て
そのほか

Information

所所 内内 対￥￥ 他 時時

所￥他 時
問
申

本
TEL

所￥ 時
お
お
さ
わ　
　

さ
と
し

い
と
う
ま
さ
し

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

  　
　
　
　

 

「
に
こ
に
こ
」

夏
の
特
別
展
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

　
　

  　

ラ
ン
ド
新
城
」
展

第
37
回
ふ
る
さ
と
講
座

人
形
劇
団
む
す
び
座
公
演

　
　
　
　
　

 

「
ピ
ノ
キ
オ
」

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭

２
０
１
２

「
さ
ぎ
草
コ
ン
サ
ー
ト
」

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

東
三
河
の
新
し
い

　

ご
当
地
グ
ル
メ
ラ
リ
ー
の

　
　
　
　

開
催
予
告
で
す
！

観
来
館
７
月
の
展
示

　
　
　
　
　

 

「
手
作
り
展
」

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　

 

「
夏
の
星
空
観
察
会
」

〜
世
界
的
オ
カ
リ
ナ
を
聴
こ
う
〜

問
鳳

TEL

所￥他 時

￥〆 講 所他 時

み
に
こ
ん
か
ん

三
河
高
原
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

  

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
２
０
１
２

図
書
館
ま
つ
り

問
TEL

時所内対定￥持

TEL

問
鳳

問
本

TEL

所〆他 時

問
消

申

TEL

hp

対定持 ￥ 所 時

ま
る
や
ま　

 　

ま
こ
と

む
な
だ
か
し
ん
き
り
ち
ょ
う

こ
ば
や
し
よ
し
は
る

￥講 講 所内内 定時時 問
本

申

TEL
TEL
FAX
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

　
　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

　
　
　
35
‐
5
0
1
2

　hri-hakubutukan1

　@
city.shinshiro.lg.jp

「
化
石
採
集
と
瑞
浪
市
化
石
博
物

館
見
学
」

　

７
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

瑞
浪
市
化
石
博
物
館

　

市
役
所
仮
庁
舎
駐
車
場
、
鳳
来

　

総
合
支
所
大
駐
車
場

　

博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分    

　

野
）

　

30
人

　

大
人　
　
　
　

２
，
５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
，
５
０
０
円

　

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
35
‐
1
0
0
1

　
　
　
35
‐
5
0
1
2

「
昆
虫
の
ふ
し
ぎ
」

　

7
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
　

博
物
館

所
得
制
限

現
況
届
の
提
出

　

現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
未
提
出
の
方
に

つ
い
て
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳

来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

・
健
康
保
険
証
の
写
し
（
受
給   

　

者
）　
　

・
所
得
証
明
書
（
１
月
２
日
以
降

　

に
市
へ
転
入
さ
れ
た
方
）

　
　

こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　

市
遺
児
手
当
（
４
〜
７
月
分
）

を
、
７
月
31
日
（
火
）
に
振
り
込

み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
こ

　

ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

　

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
保
険
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
8

　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
、
市
民
保
険
課
で
戸
籍
謄

本
、
住
民
票
写
し
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
が
、
７
月
７
日
（
土
）

は
シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
た
め
、

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
　
地
域
振
興
課
　

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　

４
月
1
日
か
ら
子
ど
も
手
当
制

度
に
変
わ
り
、
児
童
手
当
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
振
り
込
み
分
か
ら
、
所
得

制
限
に
よ
り
金
額
が
変
わ
り
ま

す
。

対
象
児
お
よ
び
支
給
月
額

　
　
　

※
申
請
者
本
人
の
平
成
23
年
１
月

　

か
ら
12
月
ま
で
の
所
得
で
判
定

　

し
ま
す
。

手
当
の
支
給
日

　

10
月
５
日（
金
）（
６
〜
９
月
分
）

　

２
月
５
日（
火
）（
10
〜
１
月
分
）

※
な
お
、
２
〜
５
月
分
つ
い
て    

　

は
、
６
月
５
日
（
火
）
に
振
り

　

込
み
ま
し
た
。

　

博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分   

　

野
）

　

20
人

　

小
・
中
学
生
・
大
人
３
０
０
円

　

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
　
　
防
災
安
全
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
6
0

　
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
23
‐
5
6
1
8

　

自
然
災
害
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
発
生
す
る
と
、
被
災
地
に
は
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付

け
、
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
災
害
復
興
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
す
。
被
災
地
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
が
設

置
さ
れ
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部

を
運
営
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

　

市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

共
催
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
次
の

　

合
支
所
東
側
）　
　
　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

　

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

　

物
除
去
法

　

中
学
生
以
上

　

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※
講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

後
の
治
療
は
各
自
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

　
　
福
祉
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
4

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　

市
障
害
者
手
当
（
４
〜
７
月

分
）
を
、
７
月
31
日
（
火
）
に
振

り
込
み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
福

　

祉
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

　

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出

　

を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
り
開
催
し
ま
す
。

　

7
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

（
受
付
は
9
時
30
分
か
ら
）

　

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方 

　

で
、
防
災
に
興
味
・
関
心
の
あ

　

る
方

　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
し
て
い

　

た
だ
く
か
、
お
弁
当
の
注
文
を

　

受
け
付
け
ま
す
。

　

7
月
20
日
（
金
）

　

あ
な
た
の
「
ち
か
ら
」
が
被
災

地
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぎ
、

復
興
へ
の
道
を
照
ら
し
ま
す
！

　
　
　
作
手
出
張
所
　

　
　
　
37
‐
2
4
6
6

　

目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
ら
、

ど
う
し
ま
す
か
？

　

こ
の
よ
う
な
時
に
、
慌
て
て
何

も
で
き
ず
に
後
悔
し
な
い
た
め
に

も
、
こ
の
機
会
に
救
命
処
置
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
勇
気
が
「
命
」
を
救

い
ま
す
。

　

９
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

消
防
署
作
手
出
張
所
（
作
手
総

●催し・行事　●募集　●そのほかInformation お知らせ

広
告

問
申em

TEL
問
申

TEL

対定￥〆 所

対 内定他

時

問
申

本
問
申

TELTEL

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

　
　
　
　
　  

野
外
学
習
会

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

  

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

子
ど
も
と
子
ど
も
に

　
　
　か
え
り
た
い
大
人
の

　
　
　
　
　
　
　自
然
講
座

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

市
障
害
者
手
当
の

　
　
　
　
　
　  

振
り
込
み

FAXFAX

所所
集

￥ 時時 集講定持他

￥持他

問
本鳳作

TELTELTEL

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

問
本鳳作

TELTELTEL

問
申

消TEL

種
別

新
城
市
指
定
名
勝

指
定
年
月
日

昭
和
33
年
4
月
1
日

所
在
地

新
城
市
出
沢
字
銭
亀
地
内　

　

こ
の
滝
は
、
豊
川
（
寒
狭

川
）
に
位
置
し
、
名
称
の
由

来
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う

に
、
鮎
が
滝
を
飛
躍
す
る
様

子
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
滝

幅
2
m
、
高
さ
4
m
の
滝
を

飛
躍
し
て
遡
上
す
る
鮎
を
竿

の
先
に
つ
け
た
網
で
す
く
っ

て
捕
ま
え
る
、
江
戸
時
代
か

ら
地
元
の
出
沢
地
区
に
伝
わ

る
「
笠
網
漁
」
と
い
う
珍
し

い
漁
法
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

鮎
が
鱗
を
輝
か
せ
な
が
ら

空
中
を
飛
び
跳
ね
て
滝
を
登

る
様
子
は
素
晴
ら
し
く
、
幕

末
の
歌
人 

糟
谷
磯
丸
や
若
山

牧
水
な
ど
の
多
数
の
文
人
が

訪
れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鮎
滝

は
多
く
の
方
を
魅
了
す
る
名

勝
地
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
紀
行
文
な
ど
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の

　

文
化
財
・
施
設
紹
介

鮎
滝そ

じ
ょ
う

か
さ
あ
み
り
ょ
う

う
ろ
こ

か
す
や
い
そ
ま
る

わ
か
や
ま

ぼ
く
す
い

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

手
当
て

山びこの丘 〒441－1945　新城市玖老勢字新井9
☎（0536）35-1191   ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yamabiko

・泥だんごコンテスト
・夏野菜カレーをたべよう！
・とうもろこしのもぎ取り
・田んぼで遊ぼう！！

7月下旬
開催!!

時間 10：00～16：00
参加費 大人1800円
小学生以下1500円

※参加費に昼食代も含まれます。雨天の場合は中止となります。

梅雨時、雷シーズン、台風シーズンは倒木による断線が多数発生します｡

切れた電線には絶対にさわらないで！
中部電力に電話して下さい。
中部電力　新城営業所
TEL0120‐985‐631

夜間・休日は豊橋営業所にかかりますが、そのままお話ください。

広
告

田んぼで
　　遊ぼう
田んぼで
　　遊ぼう
田んぼで
　　遊ぼう
田んぼで
　　遊ぼう

土
曜
証
明
窓
口
を

　
　
　
　
臨
時
休
業
し
ま
す

そ
の
ほ
か

定

時

講

児
童
手
当
に
つ
い
て

３
歳
未
満
（
一
律
）

中
学
生
（
一
律
）

所
得
制
限
を
超
え
た

受
給
者
（
10
月
振
り

込
み
分
か
ら
）

１
万
５
千
円

１
万
円

１
万
５
千
円

１
万
円

５
千
円

３
歳
以
上

小
学
校

修
了
前

第
１
子

第
２
子

第
３
子

以
降

扶
養
親
族

な
ど
の
数

所
得
制
限
限
度
額

6
2
2
万
円

6
6
0
万
円

6
9
8
万
円

7
3
6
万
円

０
人

１
人

２
人

３
人

扶
養
親
族
が

１
人
増
す
ご
と
に

38
万
円
加
算

４
人
以
上

問
本鳳作

TELTELTEL

問
本

TEL

所



　
　

市
民
保
険
課　

　
　
　

23
‐
7
6
2
5

　
　

地
域
振
興
課　

　
　
　

32
‐
1
9
8
3

　
　

地
域
振
興
課　

　
　
　

37
‐
2
2
7
9

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
が
、
健
康
の
保
持
・
増

進
を
目
的
に
次
の
協
定
保
養
所
に

宿
泊
し
た
場
合
、
一
人
１
泊
に
つ

き
１
，
０
０
０
円
（
全
保
養
所
合

わ
せ
て
４
泊
ま
で
）
を
助
成
し
ま

す
。

利
用
方
法

申
込
時
に
、
協
定
保
養
所
へ

「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
宿
泊
当
日
、
保
養
所

の
窓
口
で
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
お
よ
び
利
用
カ
ー
ド

（
初
回
利
用
時
に
交
付
）
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
精
算
時
に

利
用
料
金
に
対
し
、
１
，
０
０

０
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合　

給
付
課

　
　

０
５
２
‐
９
５
５
‐
１
２
０
５

2012.7広報しんしろ 182012.7広報しんしろ19

　
　

市
民
保
険
課

　
　
　

23
‐
7
6
2
8

　

７
月
９
日
（
月
）
か
ら
外
国
人

登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
外
国
人

住
民
の
方
も
住
民
基
本
台
帳
法
の

適
用
対
象
に
加
わ
り
ま
す
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
の

方
々
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

変
更
の
た
と
え

・
住
民
票
の
写
し
を
発
行
で
き
ま

　

す
。

・
日
本
人
と
外
国
人
が
一
緒
に
暮

　

ら
し
て
い
る
世
帯
の
全
員
が
記

　

載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
を
発

　

行
で
き
ま
す
。

・
在
留
資
格
の
変
更
な
ど
入
国
管

　

理
局
で
手
続
き
を
し
た
際
に 

　

は
市
役
所
へ
の
届
け
出
も
必
要

　

で
し
た
が
、
法
改
正
後
は
不
要

　

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
、
市

民
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
総
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
m
ain_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.htm

l

　
　
　

学
校
教
育
課

　
　
　
　

23
‐
7
6
5
2

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

入
学
前
の
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
、
就
学
相
談
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
特
別
支

援
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
よ
り

正
し
く
理
解
す
る
場
と
し
て
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

7
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
は
つ
ら

　

つ
セ
ン
タ
ー

　

無
料

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　

35
‐
1
0
0
1

　

夏
休
み
期
間
中

※
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
相

　

談
で
き
ま
す
。

　

博
物
館

　

博
物
館
職
員

　
　

行
政
課

　
　
　

23
‐
7
6
1
1

　

近
年
、
離
婚
後
に
父
母
が
子
ど

も
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
め

ぐ
っ
て
対
立
す
る
こ
と
が
増
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
福
祉
に
沿
っ

た
解
決
を
図
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

家
庭
裁
判
所
調
査
官
は
、
家
庭

裁
判
所
の
家
事
調
停
や
家
事
審
判

な
ど
の
手
続
き
に
お
い
て
、
心
理

学
、
社
会
学
、
教
育
学
な
ど
の
行

動
科
学
の
知
識
や
技
法
を
活
用
し

ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に
会
っ

て
そ
の
気
持
ち
を
聴
く
な
ど
し
、

子
ど
も
の
福
祉
に
配
慮
し
た
適
切

な
解
決
が
な
さ
れ
る
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

早
け
れ
ば
平
成
25
年
１
月
に
も

施
行
さ
れ
る
家
事
事
件
手
続
法
に

は
、
調
停
や
審
判
の
手
続
き
に
お

い
て
、
子
ど
も
の
意
思
を
把
握
す

る
よ
う
に
努
め
、
そ
の
意
思
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
の

気
持
ち
を
聴
く
」
と
い
う
家
庭
裁

判
所
調
査
官
の
役
割
は
、
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●催し・行事　●募集　●そのほかInformation

問
TEL

外
国
人
住
民
の
住
民
基
本

台
帳
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

水
の
事
故
に

　
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

協
定
保
養
所
利
用
助
成
事
業

問
本鳳作

TELTELTEL

場

所

犬
山
市

桑
名
市

東
浦
町

田
原
市

蒲
郡
市

豊
田
市

協
定
保
養
所
名

レ
イ
ク
サ
イ
ド
入
鹿

名
古
屋
市
休
養
温
泉
ホ
ー
ム　

松
ヶ
島

あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

シ
ー
サ
イ
ド
伊
良
湖

サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾

豊
田
市　

百
年
草

電
話
番
号

0
5
6
8
‐
67
‐
3
8
1
1

0
5
9
4
‐
42
‐
3
3
3
0

0
5
6
2
‐
82
‐
0
2
3
5

0
5
3
1
‐
35
‐
1
1
5
1

0
5
3
3
‐
68
‐
4
6
9
6

0
5
6
5
‐
62
‐
0
1
0
0

　
　

消
防
署
警
防
救
助
担
当

　
　
　

22
‐
4
8
0
5

　
　
　

22
‐
4
8
2
0

　

ま
も
な
く
、
川
、
海
、
プ
ー
ル

で
水
遊
び
を
す
る
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
水
の

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

水
の
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
。

・
遊
泳
禁
止
区
域
で
の
水
遊
び
は

　

し
な
い
。

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
。

・
泳
ぐ
前
に
準
備
運
動
を
す
る
。

・
悪
天
候
の
と
き
は
泳
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
行
為
に
注
意

し
、
水
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

　原田マハ/著
　集英社　
　売れないタレント
の“丘えりか”は、
事情のある依頼人に
代わって旅をする「旅代理業」
を始めます。笑って、泣けて、
心あたたまる物語です。

　７月 10 日（火）は、館内清掃
のため休館します。

　長谷川義史／作
　講談社
　ミシンで“何でも
作るよ”と言うお母
さんに、“お父さん
を作って”と頼んだ
ぼく。せつなくて、あたたかい
家族のお話です。

し
ょ
う
。 

※
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら

　

１
人
で
助
け
よ
う
と
せ
ず
、
大

　

き
な
声
を
出
し
て
協
力
者
を
呼

　

び
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
防
署

　

へ
の
連
絡
お
よ
び
救
急
車
の
誘

　

導
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
城
警
察
署 

　
　

22
‐
0
1
1
0

車
に
も 

乗
せ
よ
う

　
　
　
　

   

マ
ナ
ー
と 

思
い
や
り

〜
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
交
通

マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
７

月
11
日
（
水
）
か
ら
20
日
（
金
）

ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

お
盆
休
み
や
夏
休
み
は
外
出
す

る
機
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。
そ

れ
に
伴
っ
て
心
配
さ
れ
る
の
が
交

通
事
故
で
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ド
ラ
イ

バ
ー
、
自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
他
人
を
思

い
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〜
今
日
の
一
日
を
守
る
た
め
に
〜

　

私
た
ち
は
警
察
と
い
う
職
務
に

誇
り
を
持
ち
、
一
日
、
一
日
を
、

全
て
の
方
が
傷
つ
く
こ
と
な
く
暮

ら
せ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。

◎
警
察
官
（
Ａ
）
・
（
B
）
採
用

◎
警
察
職
員
採
用

　

警
察
官
・
警
察
職
員
の
採
用
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
や
警
察
本
部
（
０
５

２
‐
９
６
１
‐
１
４
７
９
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

新城図書館だより

臨時休館について

　７月１日（日）から「課題図書」
の貸し出しを始めます。児童・
生徒対象で、１人１冊・１週間
の貸し出しです。一般の方の利
用は、９月からとなります。

青少年読書感想文全国コンクール

「課題図書」について

　新城図書館
　23 - 2333／　24 - 3415
問

「旅屋おかえり」

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所
でも交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込め
ば、一度に３冊まで各
総合支所へ届けます。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

FAX

は せ が わよしふみ

た び や

TEL

「おかあちゃんがつくったる」絵本

問
TEL

おすすめ本の紹介

新城図書館のご案内

家
庭
裁
判
所
調
査
官

〜
子
ど
も
の
気
持
ち
を
聴
く
〜

問
本

TEL

早
期
教
育
相
談
会

問
申

本
TEL

時￥ 所他所講 問
TEL

時 夏
休
み
自
由
研
究
支
援

問
本

TEL

hp

■図書館まつりに来館する村上
　康成さんの本を特集します。

TELFAX

問
消
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皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。 しみんのトビラしみんのトビラ秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

市国際交流協会　各種ご案内 市国際交流協会  　23‐7783 siea@tees.jp申 問 emTEL

　全10回コースの中国語講座（初級クラス）
を開講します。

　市国際交流協会は、８月１日（水）で設立20周
年を迎え、記念式典と記念コンサートを行います。

７月14日（土）～９月15日（土）
（毎週土曜日）午前10時～11時30分
文化会館104会議室
発音、文法、基本の日常会話
林　明子氏（中国語通訳）
20人程度（先着順）　
6,000円（協会会員）
9,000円（非会員の方は＋会費3,000円)
電話またはEメールでお申し込みください。
７月９日（月）※定員になり次第締め切り

中国語講座受講者募集 設立20周年記念式典および記念コンサート

時

所

内

講

定

￥

応

メ

８月12日（日）
〈第１部〉午後１時30分（午後１時開場）
記念式典

〈第2部〉午後２時～３時30分
中国民族音楽団「アンサンブル華夏HUA XIA」
による、記念コンサート
文化会館小ホール
400人
無料（整理券をお配りします）
電話でお申し込みください。

時

所

内

内

定

￥

応

ホストファミリー募集

　8月下旬に来日し、平成25年２月上旬まで滞
在する留学生のホストファミリーを探していま
す。9月から新城東高校へ通うオーストラリア
の男子高校生です。滞在中の食費などはホスト
ファミリーの負担ですが、通学にかかる交通費
は支給されます。英語ができなくても大丈夫で
す。期間については、ご相談できます。同時
に、海外への派遣生も募集しています。

公益財団法人AFS日本協会
東三河支部（担当　坂田）
090‐7686‐7597
http://www.afs.or.jp/

問

hp

TEL

放送大学　10月生募集

　放送大学は、テレビやラジオの放送やイン
ターネットを通して学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科
学など、幅広い分野を学べます。
　資料を差し上げていますので、お気軽にご
　請求ください。また、ホームページでも受
　け付けています。

放送大学愛知学習センター
052‐831‐7654
http://www.u-ouj.ac.jp

問

hp

TEL

他

今月の旬な食材 旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種）を紹介します。

食育推進キャラクター「みるくひめ」
ツンデレ系の女の子。大きな牛乳ビンを抱えて
大好きな牛乳をみんなに飲んでもらいたいと願
っている。

旬の食材を使った１品

……………１カップ
…………10g

…………1/3カップ

～材料～（4個分）
牛乳
粉ゼラチン
砂糖
トッピング
キウイ・イチゴ・オレンジなど

レシピ：食育推進実行委員会
（農村輝きネット・しんしろ）
レシピ：食育推進実行委員会
（農村輝きネット・しんしろ）

　乳牛は作手地区を中心に盛んに飼
育されていて、年間約6,657トンの生
乳が生産されています。

～作り方～
①粉ゼラチンを水大さじ３の中に振り
　入れ、ふやかしておく。
②牛乳、砂糖、水１カップを沸騰直前
　まで温め、火を止めてから①を加え
　て溶かす。
③②の粗熱がとれたら、水でぬらした
　ゼリー型に流し入れ、冷蔵庫で冷や
　して固める。
④固まったら、型ごとぬるま湯につ    
　け、中身を取り出し、トッピングの
　フルーツを小さく切って上に飾る。

乳牛乳牛

『ミルクゼリー』

新城総合公園「夏の自然観察会」
新城総合公園管理事務所 25‐1144問 TEL

時

所

内

文化協会事業
市文化協会

23‐3266

23‐7656
問

TEL

市民納涼茶会

市民盆踊り大会

TEL

７月22日(日)
午前10時～午後３時
文化会館和室
一席 500円
　茶華友の会（今泉）

時

所

￥

申 問

７月29日(日)　
午後７時
文化会館
はなのき広場

時

所

対

￥

応

夏休みだ！ 山の見える公園で、
虫博士と一緒に
虫をさがそう！！

日本語教室「しんしろにほんごひろば」
ボランティアスタッフ募集

　市内には900人近くの外国人が住んでおり、中には日本語が
分からず、困っている方もたくさんいます。
　「しんしろにほんごひろば」では、そういう方に日本語を学習
する機会を提供しています。
　活動は日本語で行いますので、英語力や特別な資格は必要いり
ません。市内に住んでいる外国人の方と交流したい方、地域に貢
献をしてみたいと考えている方、ぜひ力をお貸しください！

毎週土曜日　午後２時～４時
市役所東庁舎会議室
簡単な日本語で、さまざまな
テーマについておしゃべりを
する対話型の日本語教室
市内在住外国籍住民
20人程度

「しんしろにほんごひろば」について
時

所

内

対

定

7月22日（日）午前9時30分～正午
※少雨決行
新城総合公園 管理事務所前（テニスコート横の管理事務所です。
ご来園の際は北門・南門をご利用ください）
「NPO法人東三河自然観察会」の会員による自然ガイドウォーク
小学生以上
無料
6月25日（月）から事務所窓口または
電話で予約を受け付けます。

※当日参加も可能です。
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皆さんからの情報をお待ちしております。皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。

しみんのトビラしみんのトビラ

日本版デュアルシステム訓練「電気技術科」８期生の学生募集

　若年者の職業的自立を支援し、電気技術者に必要な知識、技能を学びます。

電気主任技術者（第３種）、
電気工事士（第１種・第２種）など
40歳以下の方で、
①高等学校を卒業している方
②高等学校卒業と同等以上の学力を有すると
　認められる方
15人
18,000円（受験料）／年間39万円（授業料）
※教科書・作業服など諸経費は別途必要

対

定

￥

東海職業能力開発大学校附属　浜松職業能力開発短期大学校　学務援助課 053‐441‐4444
http://www3.jeed.or.jp/shizuoka/college/

問

hp

TEL

取得資格
A日程
７月２日（月）～23日（月）
B日程
８月１日（水）～９月19日（水）
※定員になり次第締め切り

募集期間

小テスト（数学Ⅰ）、
小論文、面接

選考方法
10月～平成26年９月
訓練期間

自衛官募集

　自衛隊では航空学生、一般曹候補生、自衛官
候補生の採用試験を行います。

応募資格
　18歳以上21歳未満の方
※平成25年３月に高等学校または中等教育学　
校を卒業見込みの方を含む
受付期間
　８月１日（水）～９月７日（金）
試験日
　受付時にお知らせします。

応募資格
　18歳以上27歳未満の方
※平成25年３月に高等学校または中等教育学　
校を卒業見込みの方を含む
受付期間
　８月１日（水）～９月７日（金）
試験日
　受付時にお知らせします。

航空学生

一般曹候補生、自衛官候補生

自衛隊豊川地域事務所 0538 - 85‐2411問

　

肝
臓
は
、体
の
中
で
最
も
大
き
く
、

お
よ
そ
２
５
０
０
億
個
の
細
胞
で
構

成
さ
れ
、
血
液
の
解
毒
や
栄
養
分
の

貯
蔵
な
ど
の
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
。
慢
性
肝
炎
は
、
肝
臓
の
細
胞
が

長
期
間
に
わ
た
り
持
続
す
る
炎
症
に

よ
っ
て
壊
れ
る
病
気
で
す
。
次
第
に

肝
臓
に
線
維
が
増
加
し
て
肝
硬
変
と

な
り
、
肝
が
ん
を
合
併
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
慢
性
肝
炎
に

特
有
の
症
状
は
な
く
、
気
が
付
か
な

い
う
ち
に
か
な
り
の
重
症
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

診
断
方
法

　

慢
性
肝
炎
の
診
断
は
、
血
液
検
査

に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
血
液
検
査
に

よ
り
肝
臓
障
害
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
国
に
お
け

る
慢
性
肝
炎
の
約
90
％
が
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
肝
臓
障
害
が
疑
わ
れ
る

と
き
は
血
液
中
の
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
抗
原
（
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
）
と
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
抗
体
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
）

を
調
べ
ま
す
。Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
が
陽
性

で
あ
れ
ば
Ｂ
型
慢
性
肝
炎
、Ｈ
Ｃ
Ｖ

抗
体
が
陽
性
で
あ
れ
ば
Ｃ
型
慢
性
肝

炎
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と

言
え
ま
す
。

　

慢
性
肝
炎
と
診
断
さ
れ
る
と
、
超

音
波
検
査
な
ど
の
画
像
検
査
で
肝
臓

の
形
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。さ
ら
に
、

診
断
を
確
実
に
す
る
た
め
に
肝
生
検

も
行
い
ま
す
。
肝
生
検
と
は
、
小
さ

な
針
を
肝
臓
に
刺
し
、
肝
臓
の
ご
く

一
部
を
採
取
し
て
顕
微
鏡
で
直
接
観

察
す
る
検
査
で
す
。
し
か
し
、
肝
生

検
に
は
一
泊
二
日
の
入
院
が
必
要
で

す
の
で
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
血
小
板
数
や
超
音
波
検
査
な

ど
か
ら
、慢
性
肝
炎
の
程
度
（
軽
度
、

中
等
度
、
高
度
）
や
肝
硬
変
に
至
っ

て
い
る
か
否
か
を
推
定
し
ま
す
。

治
療
方
法

　

慢
性
肝
炎
は
、
適
切
な
治
療
と
健

康
管
理
を
行
え
ば
、
肝
硬
変
へ
の
進

展
や
肝
が
ん
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ｂ

型
と
Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

の
場
合
に
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
薬
物
療
法
が
最
も
重
要
で
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
一
日
一
回
の
内
服

で
肝
臓
の
ウ
イ
ル
ス
量
を
減
少
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

ウ
イ
ル
ス
が
完
全
に
駆
除
さ
れ
て
い

な
く
て
も
、
血
液
検
査
の
結
果
が
正

常
値
に
戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

服
薬
は
必
ず
医
師
の
指
示
に
従
い
続

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
途

中
で
服
薬
を
や
め
て
し
ま
う
と
、
ウ

イ
ル
ス
が
急
に
増
え
て
し
ま
い
、
重

篤
な
肝
炎
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
大
変
危
険
で
す
。

　

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
治
療
で
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
肝
臓
か
ら
排
除
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
駆
除
で

き
れ
ば
、
肝
硬
変
へ
の
進
展
が
抑
え

ら
れ
、
肝
が
ん
の
発
生
率
も
10
分
の

１
程
度
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
駆
除
に
効
果
的
な

治
療
法
が
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
・
リ
バ
ビ
リ
ン
併
用
療
法
（
ま
た

は
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
単
独
療

法
）
で
あ
り
、
一
週
間
に
一
回
の
皮

下
注
射
と
毎
日
の
内
服
を
ウ
イ
ル
ス

の
型
に
よ
っ
て
24
週
か
ら
72
週
施
行

し
ま
す
。
発
熱
や
発
し
ん
な
ど
の
副

作
用
が
出
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
世
界
で
最
も
進
ん
だ
治

療
法
で
す
。
従
来
の
治
療
法
で
は
治

す
こ
と
が
難
し
か
っ
た
患
者
さ
ん
に

つ
い
て
も
、
こ
の
治
療
法
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
完
治
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ほのか診察室
市民病院発

慢
性
肝
炎
に
つ
い
て

市民病院
消化器科・外科診療部長

シリーズ第61話

横井　佳博
よ こ い よ し ひ ろ

市民病院総務課 23‐7852問 TEL

毎
年
７
月
28
日
は

「
日
本
肝
炎
デ
ー
」
で
す
。

肝
炎
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

か
ん
こ
う
へ
ん

か
ん
せ
い
け
ん

じ
ゅ
う

と
く

県養護学校体験入学

TEL

　県教育委員会では、来年度に小・中学校、高
等学校入学予定で障がいのあると思われるお子
さんとその保護者の方を対象に、養護学校の様
子を知っていただくための体験入学を行いま
す。
　　豊川養護学校　　0533‐88‐2553
小学部　７月23日（月）、10月29日（月）
中学部　７月24日（火）
高等部　７月25日（水）
　知的な発達の遅れや、情緒に障がいがあると
　思われる子

　　豊橋養護学校　　0532‐61‐8118
　6月29日（金）、10月26日（金）
　手足に障がいがある子

　　大府養護学校　　0562‐48‐5311
　10月19日（金）、11月14日（水）
　病気で入院している子
　各養護学校では、体験入学以外の日にも随時
　相談に応じています。

時

時

時

時

時

対

対

対

他

問申

TEL問申

TEL問申

TEL

秘書広報課  　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

問 本

em

TEL
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５月12日（土）

　新城小学校校庭で行っている発掘調査で、侍
屋敷跡が見つかりました。建物や柵列の主軸方
向に異なる2方位があり侍屋敷の在り方に時期
差があると考えられることから、1646年
（正保３年）の新城侍屋敷改帳にある水野氏、
菅沼氏の侍屋敷に相当すると推定されました。
　この日は、歴史ファンら160人が遺跡説明
会に参加し、市教育委員会による詳しい解説を
受けました。

　「長篠の戦い」でこの地に散った将士を偲ぶ第
47回長篠合戦のぼりまつりが長篠城址で開かれ、
3万人の見物客で大いに賑わいました。観客はごう
音に耳をふさぎながらも、迫力ある火縄銃演武を
堪能しました。また、戦国時代の武将や姫に扮し
て練り歩く合戦行列も行われました。

長篠合戦
のぼりまつり
５月５日（祝）

５月13日（日）

　第34回作手古城まつりが、
亀山城址と道の駅「つくで手
作り村」で行われました。火
縄銃演武や開成小学校、巴小
学校児童による踊りをはじ
め、今年の目玉である創作劇
「亀山城物語」が披露され祭
りを盛り上げました。

作手
古城まつり

新城小で
侍屋敷跡見つかる
新城小で
侍屋敷跡見つかる

５月22日（火）

　今年度第１回目となる「ど～ら」が開催さ
れました。このひろばでは、リズム遊びや絵
本の読み聞かせなどを行い、親子の絆を深め
ます。また、年間22回行われることから、
交友関係も広げることができます。

親子ふれあいひろば

ど～ら

a la carte
しんしろ・知ろう

まちの話題まちの話題まちの話題



新
城
小
学
校　

校
歌

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
33
年
１
月
制
定
）

　
　
　
　
　

作
詞　

校
歌
制
定
委
員
会

　
　
　
　
　

作
曲　

鈴
木　

栄

一　

窓
を
ひ
ら
け
ば　

雁
峰
の

　
　

き
り
が
晴
れ
ゆ
く　

青
い
み
ね

　
　

朝
の
ひ
か
り
に　

胸
は
っ
て

　
　

強
く
正
し
く　

ひ
と
す
じ
に

　
　

育
っ
て
い
こ
う
よ　

き
み
と
ぼ
く

　
　二　

み
ど
り
流
れ
る　

豊
川
の

　
　

岸
に
あ
か
る
い　

歌
の
声

　
　

ほ
ほ
え
む
花
の　

輪
に
な
っ
て

　
　

心
を
合
わ
せ　

ほ
が
ら
か
に

　
　

の
び
て
い
こ
う
よ　

わ
た
し
た
ち

三　

国
の
文
化
を　

き
ず
く
た
め

　
　

町
の
さ
か
え
を　

に
な
う
た
め

　
　

歩
み
つ
づ
け
る　

道
は
る
か

　
　

ひ
と
み
を
あ
げ
て　

た
ゆ
み
な
く

　
　

は
げ
も
う　

新
城
小
学
校

平成22年度学習発表会「船長日記」
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我
ら
が
母
校
再
発
見

〜
校
歌
を
聴
い
て
あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
〜

歴
史
と
伝
統
に
輝
く

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
「
俳
句
の
達
人
」
と
い
う
児

童
た
ち
の
顔
が
あ
り
ま
す
。
俳
人
松
尾

芭
蕉
の
門
下
生
太
田
白
雪
が
城
下
の
出

身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
文
化
と
し

て
俳
句
は
定
着
し
た
よ
う
で
す
。
学
校

近
辺
に
は
句
碑
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
俳
句
の
学
習
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
「
全
国
学
生
俳
句
大
会
」

な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
よ
う
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

新
小
な
ら
で
は
の
共
育

歴
史
文
化
か
ら
学
ぶ

三
河
を
表
す
三
本
の
丸
い
線
が
用
い
ら

れ
て
い
て
、
堂
々
た
る
歴
史
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

　

現
在
の
運
動
場
の
場
所
に
新
城
城
の

本
丸
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
児
童
た
ち

が
地
元
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ
な
ら
、

こ
こ
は
多
く
の
歴
史
的
事
物
に
あ
ふ

れ
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
面
白
く
な

る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
本
丸
だ
っ
た

敷
地
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
育
っ

て
い
ま
す
。
児
童
は
そ
の
名
を
覚
え
た

り
、
季
節
ご
と
に
移
り
変
わ
る
木
々
の

様
子
や
そ
こ
に
集
ま
る
鳥
た
ち
も
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

城
下
町
の
歴
史
文
化
を
、
学
習
の
中

に
多
く
取
り
入
れ
て
成
長
す
る
児
童
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
文
化
会
館
の
大

ホ
ー
ル
で
行
う
学
習
発
表
会
で
す
。
大

き
な
舞
台
で
演
じ
る
の
は
大
人
で
も
緊

張
す
る
も
の
で
す
が
、
児
童
た
ち
は

堂
々
と
演
じ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
一
昨
年
か
ら
演
じ
ら
れ

た
「
船
長
日
記
」
。
江
戸
後
期
、
名
古

屋
の
督
乗
丸
が
江
戸
か
ら
の
帰
航
中
遭

難
、
大
海
を
漂
流
し
続
け
た
彼
ら
は
北

ア
メ
リ
カ
の
南
西
洋
上
で
、
英
国
船
に

助
け
ら
れ
ま
し
た
。
乗
組
員
重
吉
ら
の

思
い
は
、
生
き
て
故
郷
へ
帰
る
こ
と
で

す
。
生
き
る
こ
と
を
支
え
続
け
た
も
の

は
何
か
、
児
童
た
ち
は
学
び
ま
す
。
そ

の
演
じ
る
姿
か
ら
感
動
と
い
う
波
が
大

新
城
小
学
校

NO.18 校歌をめぐる物語

楼　門

平成23年度俳句ing大会

　

新
城
小
学
校
は
市
街
の
中
心
部
に
あ

り
、
近
く
に
は
市
民
体
育
館
、
市
役

所
、
文
化
会
館
な
ど
も
あ
っ
て
、
い
わ

ば
文
教
地
区
の
中
に
存
在
し
ま
す
。

　

楼
門
は
昭
和
10
年
に
、
翼
廊
は
創
立

1
0
0
周
年
（
昭
和
63
年
）
に
完
成
し

ま
し
た
。
楼
門
か
ら
、
こ
の
学
校
が
長

い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
訪
れ
る

者
に
感
じ
さ
せ
ま
す
。
今
年
、
開
校
１

２
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
歌
わ
れ
て
い
る
校
歌
は
、
創
立

70
周
年
の
時
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。
当
時
は
第
一
節
を
男
子
が
歌
い
、

第
二
節
を
女
子
が
、
そ
し
て
第
三
節
を

全
員
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
校
章
は
、
昔
こ
の
地
域
を
治

め
て
い
た
新
城
城
の
城
主
で
あ
っ
た

菅
沼
氏
の
家
紋
で
あ
る
三
つ
の
正
方

形
（
『
み
つ
く
ぎ
ぬ
き
』
と
い
う
）
に

な
り
ま
し
た
。
五
七
五
の
短
い
語
句
の

中
に
、
思
い
を
込
め
る
の
は
と
て
も
難

し
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
ら
し
い
の
び

の
び
し
た
楽
し
い
句
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
8
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
毎

週
水
曜
日
朝
の
「
本
よ
み
た
い
」
の
活

動
は
、
16
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
学
校

で
の
児
童
の
様
子
が
分
か
る
こ
と
、
児

童
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

が
、
メ
ン
バ
ー
に
活
気
を
与
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

通
し
て
、
「
本
よ
み
た
い
」
メ
ン
バ
ー

が
、
学
校
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
今
年
の
入
学
式
に
は
、
校
長
先

生
自
ら
「
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
」
を
紹
介

し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
に
大
き
な
関
心

を
呼
ん
だ
そ
う
で
す
。
不
思
議
な
体
験

を
伴
う
絵
本
を
通
じ
て
湧
き
出
た
、

「
ど
う
し
て
な
の
か
知
り
た
い
!
」
と

い
う
気
持
ち
は
、
児
童
た
ち
が
校
長
室

を
訪
ね
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
つ
な
ぐ
力
を

持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

低
学
年
は
き
っ
か
け
の
発
見
、
中
学

年
で
は
図
表
や
地
図
に
、
高
学
年
に
な

る
と
展
開
・
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
「
ホ

ッ
プ
・
マ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

活
動
を
重
点
努
力
目
標
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点
に
自
ら
気

づ
い
て
追
究
し
て
い
く
中
で
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
や
、
時
代
を
超
え
て
古
い

歴
史
や
新
し
い
未
来
と
の
つ
な
が
り
を

見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
た
く

ま
し
い
児
童
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

市
民
編
集
委
員
か
ら

　

わ
が
子
が
新
小
で
お
世
話
に
な
り
、

「
本
よ
み
た
い
」
の
活
動
に
も
参
加
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
転
校
し
た
先

の
小
学
校
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
現
在
も
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
〝
つ
な
が
り
〞
な

の
で
し
ょ
う
。

ふ
な
お
さ 

に
っ
き

よ
く
ろ
う

ろ
う
も
ん

沿
革

　

明
治
５
年
「
新
城
郷
学
校
」
と
し
て

開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
校
令

の
公
布
に
よ
り
明
治
20
年
「
新
城
尋
常

小
学
校
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
の
特
色

　

伝
統
あ
る
学
校
で
、
俳
句
作
り
に
全

校
あ
げ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
「
本
よ
み
た
い
」
の
活
動

も
活
発
で
す
。

学
校
の
概
要

学年別児童数今昔
学年
昭和34年
平成24年

1年
152人
58人

2年
194人
77人

3年
176人
74人

4年
246人
65人

5年
267人
97人

6年
288人
81人

計
1323人
452人

新城図書館

新城市役所 新城中学校

新城文化会館

新城小学校

新城

JR
飯田
線 ●

●

●

●301301

446446

絵本の読み聞かせ
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皆
さ
ん
は
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

「
処
分
し
た
い
も
の
が
あ
る
け
ど

捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
、

「
欲
し
い
も
の
が
あ
る
け
ど
誰
か

譲
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
し
ら
？
」

こ
の
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

「
譲
り
た
い
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し

い
」
そ
の
２
つ
の
橋
渡
し
を
す
る
の

が
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」
で
す
。

　

リ
ユ
ー
ス
の
広
場
を
活
用
し
、
皆

さ
ん
で
再
使
用
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

※ 

リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
す
る

申
し
込
み
の
方
法

　

「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」
は
、
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵

送
な
ど
で
常
時
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
と
、
譲
り
た
い
（
譲
っ

て
ほ
し
い
）
品
名
と
そ
の
特
徴
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

　

「
譲
り
た
い
も
の
」
に
申
し
込
み

を
さ
れ
る
場
合
で
、
掲
載
品
の
写
真

や
画
像
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
合
わ
せ
て
送
っ
て

い
た
だ
け
る
と
、
希
望
さ
れ
る
方
に

ス
ム
ー
ズ
に
特
徴
を
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

交
渉
の
際
の
注
意
点

　

広
報
紙
な
ど
を
ご
覧
に
な
り
「
譲

り
た
い
も
の
」
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も

の
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生
活
衛
生

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
は

「
譲
り
受
け
る
方
」
か
ら
「
譲
り
渡

す
方
」
へ
連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

こ
の
交
渉
に
生
活
衛
生
課
が
関
与

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

成
立
後
の
運
搬
に
関
し
て
も
当
事
者

間
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

交
渉
の
際
に
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

「
譲
り
受
け
る
方
」
は
、
交
渉
が

終
わ
っ
た
ら
成
否
を
生
活
衛
生
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

譲
り
た
い
も
の
は
処
分
し
な
い
で

　

「
譲
り
た
い
も
の
」
に
申
し
込
み

を
さ
れ
た
場
合
は
、
掲
載
品
を
最
初

の
広
報
掲
載
か
ら
６
カ
月
間
は
処
分

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
誤
っ
て
処
分

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
品
を
生
活
衛
生
課
で

保
管
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
洋
服
ダ
ン
ス

・
ハ
ギ
レ

・
油
絵
用
キ
ャ
ン
バ
ス
と
額
縁

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
家
庭
用
ミ
シ
ン

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住

所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番

号
、
④
品
名
と
特
徴
を
生
活

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

22
‐
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‐
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申し込み
　電話などで生活衛生課へ連絡。
　品名と特徴などを伝える。

広報掲載
　申し込みがあった月の翌月（申
込日が10日以降の場合は翌々月）
に発行される広報紙に掲載。
　掲載期間は２カ月間。

ecoとぴっくすエ コ
Topicsecoとぴっくすエ コ
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昨
年
度
、
市
役
所
で
は
「
市
民
節
電

所
第
１
号
」
と
し
て
、
市
の
施
設
の
電

気
使
用
量
を
、
夏
季
15
％
・
冬
季
10
％

削
減
（
前
年
同
期
比
）
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
電
対
策
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
合
計
で

　
　

前
年
同
期
比
20
％
の
削
減
を
達
成

 

節
電
に
取
り
組
ん
だ
施
設
は
、
本
庁

舎
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
を
は
じ

め
、
市
民
体
育
館
や
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
な
ど
９
施
設
で
す
。

　

９
施
設
合
計
の
電
気
使
用
量
は
、
昨

年
の
夏
季
（
平
成
23
年
６
月
〜
10
月
）

で
25
・
２
％
削
減
、
冬
季
（
平
成
23
年

11
月
〜
３
月
）
で
13
・
８
％
削
減
と
な

り
ま
し
た
。
夏
季
と
冬
季
の
合
計
は
、

前
年
同
期
と
比
べ
20
・
１
％
削
減
を
達

成
し
、
目
標
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

市
民
節
電
所
と
は

　

各
家
庭
な
ど
で
省
エ
ネ
に
努
め
る
よ

う
に
な
る
と
、
そ
の
分
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
電
気
・
化
石
燃
料
）
が
残
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
残
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
「
発
電
所
」
を

建
設
し
た
こ
と
と
同
じ
に
な
る
と
い
う

考
え
方
が
「
節
電
所
」
で
す
。

「
新
城
市
民
節
電
所
第
１
号
」
と
し
て
今
夏
も
取
り
組
み
ま
す

夏
季
の
市
役
所
省
エ
ネ
対
策

　

市
で
は
、
「
新
城
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
本
部
」
の
も
と
、
市
役
所
内
で
の
節

電
・
省
エ
ネ
率
先
行
動
の
徹
底
お
よ
び

市
民
・
事
業
所
へ
の
節
電
・
省
エ
ネ
行

動
の
取
り
組
み
を
「
市
民
節
電
所
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
。

今
夏
の
削
減
目
標

 

市
の
９
施
設
の
電
気
使
用
量
を
20
％

削
減
（
平
成
22
年
同
期
比
）
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

取
り
組
み
期
間

　

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
カ
月
間

　

な
お
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
昼
休

憩
時
間
を
、
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
30

分
と
し
ま
す
。

※
照
明
な
ど
の
電
力
消
費
を
分
散
さ
せ

　

る
た
め
、
昼
休
憩
時
間
に
は
消
灯
し

　

ま
す
。
市
役
所
に
お
越
し
の
際
は
、

　

お
急
ぎ
の
用
事
以
外
で
、
こ
の
時
間

　

帯
の
来
庁
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す

　

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

　

掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

今
年
も
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

　

市
民
節
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
市
役
所
内
で
の
取
り
組
み
に
よ
り

生
ま
れ
た
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
料

金
）
の
一
部
を
皆
さ
ん
へ
還
元
し
、
節

電
、
省
エ
ネ
意
識
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

の
「
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
コ
バ
エ
」
の

　
　

大
量
発
生
に
つ
い
て

鳳来寺山自然科学
博物館より提供

千
郷
中
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
に
立
て
か
け
た
看
板

リユースの広場を活用しましょうリユースの広場を活用しましょう 環境課  　　　23‐7677／　 23‐8388
生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAX

FAXTEL

TEL

申 本

em emHP 問
本

TEL

TELFAX 「
コ
バ
エ
」
の
対
処
法

　

現
在
、
特
に
有
効
な
防
除
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
環
境
課
で
調
べ
た

主
な
情
報
は
次
の
通
り
で
す
。

・
窓
や
ド
ア
は
で
き
る
だ
け
開
放
せ
ず

　

に
、
窓
に
は
目
の
細
か
い
網
戸
を
取

　

り
付
け
る
。

・
部
屋
の
換
気
扇
を
朝
の
時
間
帯
は
止

　

め
る
。

・
発
生
源
と
な
り
や
す
い
庭
の
花
壇
や

　

プ
ラ
ン
タ
ー
を
、
で
き
る
だ
け
風
通

　

し
が
良
い
状
態
に
保
つ
。

・
側
溝
の
掃
除
、
刈
り
草
な
ど
も
き
ち

　

ん
と
整
理
し
常
に
清
潔
を
保
つ
。

・
出
入
口
付
近
で
の
扇
風
機
使
用
や
、

　

網
戸
の
外
で
蚊
取
り
線
香
を
た
く
。

・
市
販
の
殺
虫
剤
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

　

を
使
用
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で

実
践
し
、
有
効
な
防
除
対
策
な
ど
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
環
境
課
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
課

　
　
　

23
‐
７
６
７
７
（
直
通
）

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp 

　

昨
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か

け
、
黒
い
小
さ
な
虫
が
大
量
に
発
生
し

て
困
っ
て
い
る
と
の
相
談
が
環
境
課
に

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
の
主
な

コ
バ
エ
発
生
地
域
は
、
鳳
来
地
区
の
飯

田
線
沿
線
地
域
や
山
吉
田
地
域
な
ど
が

中
心
で
し
た
。

「
コ
バ
エ
」
の
特
徴

・
体
長
は
約
２
ミ
リ
、
黒
色
。

・
雨
の
多
い
時
期
、
雨
の
後
な
ど
の
湿

　

度
が
高
い
日
に
多
く
発
生
。

・
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、
夜
明
け
か
ら

　

午
前
10
時
ご
ろ
ま
で
。

・
人
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
な
い

　

が
、
屋
内
に
侵
入
す
る
た
め
不
快
。

「
コ
バ
エ
」
の
生
態
な
ど

・
「
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
」
科
の
一

　

種
と
考
え
ら
れ
る
。

・
幼
虫
は
、
主
に
朽
ち
木
の
腐
っ
た
部

　

分
や
有
機
質
に
富
ん
だ
土
壌
中
に
生

　

息
し
、
周
辺
の
堆
肥
や
植
木
鉢
な
ど

　

か
ら
も
突
発
的
に
発
生
。

・
近
年
、
東
海
地
域
（
豊
橋
市
や
静
岡

　

県
、
岐
阜
県
の
一
部
な
ど
）
を
中
心

　

と
し
て
大
量
発
生
し
て
い
る
。

※
昨
年
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 
　

を
通
じ
コ
バ
エ
に
つ
い
て
調
べ
ま
し

　

た
が
、
大
量
発
生
の
理
由
や
コ
バ
エ

　

の
発
生
源
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
で
し
た
。

リユースの広場の流れ

▼

交　渉
　広報紙を見て譲りたい（譲って
ほしい）ものがあった場合、生活
衛生課へ連絡する。
　当事者間で直接交渉し、受け取
りや運搬も当事者間で行う。

▼

ホームページ掲載
　２カ月間の広報掲載の間に交渉
が成立しなかった場合は、広報掲
載終了後４カ月間市ホームページ
に掲載する。

▼

期間が満了したら・・・
　広報紙と市ホームページで合わ
せて半年間掲載しても交渉が成立
しない場合は、情報を削除する。
　再掲載を希望する場合は、再度
生活衛生課に申し込む。

▼
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● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談7月の

平成23年度　親子交通安全標語　優秀作品

（中央保育園　川合　律輝）

市内の交通事故状況市内の交通事故状況
区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

５ 

月 

中

累
計
５
月
末
現
在

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

23年

24年

増減

23年

24年

増減

27

15

－12

116

79

－37

0

0

0

1

0

－1

32

18

－14

134

106

－28

32

18

－14

135

106

－29

103

92

－11

525

474

－51

※

平
成
24
年
４
月
末
現
在

22 -  

1
1
6
0

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の

機
関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で

す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望

者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・
経

歴
書
な
ど
各
種
書
類
の
書
き

方
ア
ド
バ
イ
ス

求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

求
人
条
件
に
関
す
る
相
談

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事　
　
　

務

製　
　
　

造

全 

職 

種 

計

96
人

55
人

29
人

86
人

537
人

相　　談　　名 と　　　　き と　こ　ろ 申 し 込 み ・ 問 い 合わせ

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

児 童 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談(育児相談)                  

教 育 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター 

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館研修室Ａ

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第一会議室

鳳来開発センター

市民体育館第一会議室

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター 

新城保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

一 般 健 康 相 談 各保健センター

勤労青少年ホーム

登 記 法 律 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

毎週月～金曜日（要予約）

7/2（月）午前10時（要予約）

7/12（木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時（要予約）

7/12（木）午前10時～午後3時※9日(月)正午までに要予約

7/27（金）午前10時～午後3時※24日(火)正午までに要予約

7/11（水）、25日（水）午後1時～4時（要予約）

7/5（木）午後1時～4時

7/18（水）午後1時～4時

7/9（月）午後1時～4時

7/13（金）午後1時～4時

7/11（水）午前10時～正午

7/13（金）、27（金）午前10時30分～午後2時30分

7/19（木）午後6時～8時

7/3（火）、10日（火）、17日（火）、24日（火）

午後1時～4時（要予約）受付は3時30分まで

7/18（水）午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

7/13（金）午後1時～4時

7/10（火）午後1時～4時

7/18（水）午後1時～4時

7/24（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

7/14（土）午前9時～正午（要予約）

7/2（月）午前9時（要予約）

23‐7366

23‐8551

37‐2839

23‐8551

23‐8551

23‐7652

23‐5618

38‐1481

23‐5618

23‐5618

0120‐874‐412

0120‐874‐412

23‐7634

0533‐89‐2140

23‐7628

32‐1983

23‐7625

23‐7640

22‐4076

23‐5618

23‐7634

「ゆとり」とは　ゆっくり　とまれる　車間きょり
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告



◆第16回◆

亀 山 城 つ
二
ら
か
手
作
、
代
時
国
戦

　

一
。
た
し
ま
れ
ま
生
が
族
豪
の

が
家
一
う
も
、
で
氏
沼
菅
が
家

を
族
豪
の
つ
二
。
す
で
氏
平
奥

が
さ
か
豊
と
土
風
の
け
だ
む
育

の
こ
。
た
し
ま
り
あ
は
に
手
作

天
の
康
家
川
徳
は
族
豪
の
つ
二

た
果
を
割
役
な
き
大
に
一
統
下

。
た
し
ま
し◆

氏
平
奥
た
来
ら
か
東
関

源
、
く
古
は
史
歴
の
氏
平
奥

　

ぼ
の
か
さ
で
ま
ろ
こ
の
戦
合
平

も
と
も
。
す
ま
き
で
が
と
こ
る

め
認
に
府
幕
倉
鎌
は
祖
先
の
家

村
平
奥
郡
楽
甘
国
野
上
、
れ
ら

奥
を
字
苗
。
す
ま
れ
ら
え
与
を

ば
伸
を
力
勢
の
そ
、
め
改
に
平

。
す
ま
き
い
て
し

、
き
と
る
れ
さ
倒
が
府
幕
倉
鎌

　

ま
い
従
に
貞
義
田
新
は
氏
平
奥

開
を
府
幕
町
室
、
し
か
し
。
す

ろ
し
ん
し
報
広

平
成
24

号
月
７
年

課
報
広
書
秘

　集
編
・
所
役
市
城
新

　行
発〒

1
4
4

-

2
9
3
1

船
入
字
市
城
新
県
知
愛

　

6-

1

　

6
3
5
0

-

23 -

　3
2
6
7

　

6
3
5
0

-

23 -

6
9
2
7

No.81

TEL

FAX
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奥
、
と
る
え
衰
が
力
の
貞
義
田

に
手
作
、
れ
離
を
東
関
は
氏
平

す
ま
み
住
り
移

。
14

後
の
紀
世。

た
し
で
と
こ
の
ろ
ご
半◆

る
げ
広
を
力
勢
の
そ

氏
平
奥
だ
ん
住
り
移
に
手
作

　

。
す
ま
き
築
を
城
尻
川
ず
ま
、
は

ほ
ロ
キ
２
ら
か
こ
そ
、
て
し
そ

。
す
ま
き
築
を
城
山
亀
に
南
ど

は
氏
平
奥
に
点
拠
を
城
山
亀

い
て
げ
広
を
力
勢
の
そ
に
々
徐

ど
子
、
は
法
方
の
そ
。
す
ま
き

分
え
与
を
地
領
と
城
に
ち
た
も

り
盛
を
家
本
平
奥
、
せ
さ
を
家

で
方
り
や
う
い
と
く
い
て
て
立

は
氏
平
奥
で
法
方
の
こ
。
た
し

き
大
て
け
か
に
田
額
ら
か
手
作

。
た
し
ま
り
至
に
つ
持
を
力
勢
な◆

で
ま
ざ
は
の
名
大
国
戦

持
を
力
勢
な
き
大
に
河
三
奥

　

置
目
一
も
ら
か
名
大
国
戦
、
ち

平
奥
、
中
な
ん
そ
、
が
た
し
で

長
。
す
ま
り
こ
起
が
紛
内
で
家

よ
い
戦
の
原
楽
設
・
篠

り
40
年城

篠
長
（
勝
貞
平
奥
、
前
ど
ほ

奥
が
父
叔
の
）
父
祖
の
昌
信
主

と
る
あ
が
画
計
う
襲
を
家
本
平

叔
、
し
襲
急
を
館
の
父
叔
、
て

ち
討
を
名
数
十
四
、
か
ほ
の
父

。
た
し
ま
り
取

ち
落
は
家
平
奥
り
よ
に
れ
こ

　

し
ま
え
見
に
う
よ
の
か
た
い
着

ば
伸
を
力
勢
へ
国
河
三
、
が
た

逆
に
向
意
の
名
大
国
戦
ど
な
氏

し
で
ん
せ
ま
き
で
は
と
こ
う
ら

。
た

で
ま
前
直
の
い
戦
の
間
狭
桶

　

、
と
す
と
落
を
命
が
元
義
川
今

ま
り
入
に
下
配
支
の
康
家
川
徳

河
三
の
玄
信
田
武
し
か
し
。
す

氏
平
奥
、
と
る
ま
始
が
攻
侵
国

ざ
ら
な
に
下
配
支
の
家
田
武
も

の
そ
。
た
し
で
ん
せ
ま
得
を
る

の
昌
信
（
能
貞
平
奥
て
し
と
証

之
虎
、
う
ふ
お
、
丸
仙
は
）
父

し
と
質
人
を
供
子
の
人
３
の
助

。
す
ま
し
出
し
差
に
氏
田
武
て

が
玄
信
田
武
、
後
年
数
の
そ

　

方
川
徳
は
氏
平
奥
、
と
る
す
没

、
が
す
ま
り
な
と
と
こ
る
返
寝
に

来
鳳
は
質
人
の
人
３
、
時
の
こ

た
れ
さ
刑
処
で
と
も
ふ
の
山
寺

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
伝
と

は
断
決
の
氏
平
奥
の
時
の
こ

　

、
が
た
し
ま
し
出
を
牲
犠
の
人
３

に
戦
決
原
楽
設
、
城
籠
城
篠
長

康
家
川
徳
て
が
や
、
り
が
な
つ

が
な
つ
と
へ
一
統
下
天
る
よ
に

【決戦前夜の作手】【決戦前夜の作手】

～奥平氏 の 台 頭～～奥平氏 の 台 頭～

に 
 

し
よ
　
た

 

だ
さ

ら
い
だ
く
お

  

だ
さ

 

つ
か

だ
さ

 

し
よ
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